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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　目次







ぐれちゃわないでね？

恋の胸騒ぎ

ごあいさつ

ぐれちゃうかもよ？




ギャラリー






















　よもやまさか、十七年間生きてきて、天下のバレンタインデーに、女の子から告白されるならまだしも、男なのに、自分も男なのにもかかわらず、男相手に告白することになるとは、思わなかった。──告白したくなるほど、好きになるとは、思わなかった。

　逸はやる心臓を宥なだめつつ、放課後の、人気のない校舎の屋上、階段から続くドアを眺める。

　相手を呼び出した約束の時間よりまだ三十分も早いのに、決して時間にルーズではないが、月の光のように美しい、滅多に笑うこともなく、表情の変化も少なくて、時に怜れい悧りな印象さえ与えるそのルックスに、あまりに反比例する激！　天然なヤツだから、約束を守ろうとするのにいろいろボケて、うっかり時間に遅れることはあっても、それより前に現れるということは先ずありえない。と、わかっているのに、気になって気になって、ドアばかりチラチラと見てしまう。

　手持ち無ぶ沙さ汰たな両手を、外気の寒さにこすりあわせながら、ふと、

「……やっぱり、チョコレート、用意した方が良かったかな」

　呟つぶやいた。

　玉砕は覚悟の上。だが、だから手ぶらなわけではなかった。

　この時期に、男が『いかにも』なバレンタインチョコを店で買うのにちょっと抵抗があったことと、あんまり大おお袈げ裟さにしてしまったら、玉砕の後で、チョコが可哀想な存在になってしまいそうで、受け取ってもらえないかもしれないし、渡し損ねても、切なさが形として残るだけで、だったらいっそ、ない方が、と、思ったのだ。

　昼休み、廊下で待ち伏せて、放課後の待ち合わせを申し出た。

　おかしな奴だな。話があるなら今、ここですればいいじゃないか。とか、わざわざバレンタインデーに人気のない屋上へ呼び出すなんてどういうつもりだ？　とか、普通ならば指摘されるところだが、

「屋上か？　それは寒いぞ、各務かがみ。それでもいいのか？」

　決して大外れではないが、微妙に的外れなポイントを、真面目な表情で訊き返してきた。──ああ、なんて、らしいんだろう。

「あ、……ああ、俺は平気だ」

　頷うなずくと、

「そうか」

　彼も軽く頷いて、「わかった。放課後に屋上だな」

　綺き麗れいに、あまりに綺麗に微笑まれて、いきなり腰が引けてしまった。

　すんなり了承されて、間違いなく喜ぶべき展開なのに、なんだか却かえって後ろめたい。

　滅多に拝めない笑顔に出会えて、すっごく嬉うれしい、ラッキーだ。等と、いつもなら内心密ひそかに喜ぶところだが、今日ばかりはそうもいかない。

　だって、この恋心は、きっと、バレてる。

　クラスも委員会も部活も通学区も、なにもかもに接点のひとつとないのにもかかわらず、自分がなにかにつけてつきまとっていたから、彼にはきっと、バレてるはずだ。──現に、親しい友人たちは、容赦なく自分をからかってよこす。

　だが、けれど、告白されるなんて予想もしてないに違いないのだ。

　……言葉にしてしまったら、どうなるんだろう？

　結果によっては、こんな風に微笑んでくれることが、なくなってしまう、かも、しれないのだ。

　玉砕は覚悟の上なのに、とっくに覚悟の上なのに、一瞬迷って、腰が引けた。

「じゃあ、放課後な」

　微笑みを残して立ち去る背中に、狼ろう狽ばいが重なる。

　けれど。

　後悔することになるのかもしれない。──けれど、

「もう、無理なんだ……」

　背筋の伸びた綺麗な背中。月光のような微笑みも、なにもかもをひっくるめて、抱きしめたくてならないのだ。ふざけてじゃれあうのではなくて、──オソレオオクテ、そんなことすらしたことはないが、そうではなくて、ぎゅっと抱きしめたくなる衝動との葛かつ藤とうが、もう、限界にまできていたのだ。

　ちゃんと向かい合いたい。

　好きだから、ダメモトでも、ちゃんときみに伝えたい。

　こんなに好きになるなんて、思ってなかった。

　ドキドキと逸る心臓。

　あのドアが開いたなら、そこから自分の未来は、変わるのだ。










　四月、鷹たか尾お高校の入学式。

　校内を、誰かを捜しているのか、制服の真新しさで一目でそうとわかるぴかぴかの新入生がひとり、ちいさな包みを手に校内をうろうろしていると、そのルックスに惹ひかれるように、女子生徒が数人、走り寄ってきた。

「ねえねえ、どうしたの？」

「もうすぐ入学式、始まっちゃうよ」

「誰か捜してるの？」

　期待に満ちた彼女たちの瞳ひとみ。

　突然、見知らぬ女子生徒にわらわらと囲まれて、赤面し、当惑しつつも、

「兄を捜してるんですけど」

　きりりと彼が応こたえた途端、彼女たちの瞳が更に輝いた。

「やっぱり！」

「え？」

　やっぱりって？

「まだ教室にいるかもしれないから、いいわよ、私が案内してあげる」

「ずっるーい、ぬけがけしないでよ」

「ひとりで点数稼ごうなんて、許さないから」

　まだ兄の名前を言ってないのに、それとも、自分が誰の弟なのか、彼女たちは知っているのだろうか。

　不思議そうにしている新入生を、結局、居合わせた全員で三年生のフロアまで賑にぎやかに連れてゆく。

　入学式が執り行われる講堂へと、新しく割り振られた教室から三々五々向かう生徒たち。とある教室から数人の友人たちとひょっこり出て来たひとりの長身の学生を、彼女たちが嬉き々きとして取り巻いた。

「各務くん、弟さんを案内してきたわよ！」

　──カガミクン？

「すっごいそっくりだから、すぐにわかっちゃった」

　カガミ？　って、三年の各務亮りよう介すけ？

「各務くんの弟さんが今年入ってくるなんて知らなかったから、びっくりしちゃったあ」

「あちこち各務くんを捜してたんですって」

「それはそれは、どうもありがとう」

　にこやかに彼女たちへ礼を述べた各務亮介は、新入生の顔を見て、──自分の名前を耳にした途端、僅わずかに身構えた新入生へと、笑顔のまま、「なるほど、確かに俺にそっくりだ」

　と、頷いた。　>>>♥

　彼女たちのみならず、大半の鷹尾高校女子生徒の憧あこがれの的、各務亮介に感謝され、あまりに兄にそっくりな各務弟のルックスに（全体的に亮介よりは小柄なので『プチ男前』というラインで、早速評価は落ち着いた）とても満足しながら、女生徒たちが立ち去った。

　突如大挙し押し寄せてきた女の子たちに弾はじきとばされていた友人たちが、彼女たちが消えたと同時に、苦笑しながら戻ってくる。

「相変わらずモテまくりだね、いやになっちゃうね」

「よりどりみどりをいいことに、実は好き勝手やってるんだよ、きみの兄貴は」

「きみはこんな、女ったらしになるなよ、弟くん」

　からかいともやっかみとも取れる彼等の発言に怪け訝げんそうな表情を浮かべた新入生は、からかわれてることすら面白そうに彼等を眺めている亮介へ、醸し出す雰囲気が、背が高いということでなく、頭ひとつポンと抜きん出ている印象の亮介へ、

「すみません、急いで兄の忘れ物を届けたいんですが、どうすればいいですか」

　と訊いた。

　途端、友人たちがシンとする。──ヒトチガイ？　え？　まさか？

「きみのお兄さんって、どこの誰？」

　亮介の問いに、

「クラスはわかんないんですけど」

　新入生は、そこでひとつ息を吸うと、「三年の月つき下した美よし人ひとっていいます」

　名前が出た瞬間、表情こそは笑顔のまま、亮介の眼まな差ざしから、笑みが消えた。

「ええっ、あの月下の弟なのかっ!?」

　それはそれは驚く、周囲の人々。

「似てないじゃんか、全然!!」

　各務の弟と言われた方が百万倍は納得できるぞ！　等々と、まんま正直な彼らの感想はさておき、

「月下なら、さっき、クラスの担任に荷物運びを頼まれてたから、そのまま職員室かもしれないな。この隣りの校舎の一階」

　亮介が言うと、

「ありがとうございました！」

　体育会系のきっちりとした挨あい拶さつをして、月下弟がいきなり廊下をダッシュした。

　その走りっぷりのみごとなこと。

「すっげえ駿足」

　誰かが唸うなる。

　文字どおりのクールビューティー。月の光のような美び貌ぼうの月下美人。

「あの月下に、あんな弟がいるとはなあ」

　別の誰かが呟いた。

　孤高な印象を裏切らない、プライベートを滅多に口にしない男なので、彼の弟がここに入学してくるとは、今日の今日まで誰も知らなかった。

『オレの弟の方が男前かも』

　するりと告げられた、あの日のセリフ。

　……参ったな。

　忘れたつもりの一言だったのに。

　切なさや、やるせなさまで甦よみがえって、いたたまれぬように俯うつむいた亮介は、だが、

「あっ、もう五分前だ」

　ふっきるように顔を上げると、「遅刻するとうちの担任ウルサイから、急ごうぜ！」

　月下弟の話題で目一杯盛り上がる友人たちを元気に促して、講堂へ向かった。










　どうして『好き』になんか、なったんだろう。

　こんな気持ちになるくらいなら、いっそ、出会わなければ良かったのに。

「って言い分は、卑ひ怯きようだよな……」

　好きになられた相手のことを、好きにならねばならぬ義務があるわけでもあるまいし。

　第一、玉砕は、端はなから覚悟の上だったじゃないか。

　いつまでも、未練たらしくうだうだ考えるのは、情けないぞ。

　でも、切ない。だって、とはいえ、どこかで期待していたのだ。──少しは好かれている、自信があったのだ。

　あんなにきっぱり恋心が粉砕されるとは、亮介こそ、予想していなかったのだ。

　亮介に向けられた月下弟の、意味ありげな眼差し。

「間違いなく、好かれてはいないな、俺は」

　美人は、弟に顚てん末まつを話したのだろうか。──どんな風に、話したのだろうか。

　オトコマエ、かあ……。

「俺はあの子に、負けてるんだ」

　……参ったね。

　式の間もぐるぐると、そんなことばかり考えていたからか、入学式が終わり、講堂を出た廊下で、亮介は美人を見つけてしまった。

　学生たちがてんでに教室へ戻ってゆく人波に、綺麗な横顔が混じっている。亮介は気づかぬふりで、歩調を弛ゆるめた。彼が視界から完全に消えてから、そしたら教室へ向かおう。

　だが。

　亮介に気づいた美人が、人波を流れに逆らうように搔かき分けてきて、亮介の前に立った。

　心臓が、ギクリと竦すくんだ。

　美人と亮介、向かい合うふたりのツーショットに、周囲の学生たちが好奇心丸出しで、面白そうににやにや見ている。

　そんな周囲の空気など、きっと、これっぽっちも感じていないであろう美人は、

「各務。今朝は、ありがとう」

　普段と変わらぬ調子で、ボソリと言った。

「ああ。無事に弟から忘れ物、受け取れたんだ」

　どこまでもクールな表情の美人に対して、いつも亮介はほがらかだ。──周囲の目があるから。ではなく、誰かと話をする時は、どんな場合でも、誰に対しても、どの女の子に対してであっても、笑顔の亮介。だから、ついつい、特別に好かれているかの誤解を招く。亮介に微笑まれた女の子たちは、彼にぽーっとなってしまうのだ。そして、幸か不幸か『女たらし』の呼び名までいただいてしまっているのだが、だが、条件反射の笑顔は効用を狙ってのことではなくて、むしろ亮介としては、大男の自分が黙ってむすっとしていたならば怖いだけの印象なので、状況緩和の為に、努めて笑顔でいるようにしているだけで。

　日頃の努力の賜たま物ものか、こんなに動揺しているのに、いつもと同じように、亮介は美人へも笑顔を向けていた。

「財布を忘れて。今日はあれこれ支払いがあるのに、肝心な時に肝心なものを忘れてしまって、それで──」

　亮介の笑顔につられることなく、クールな表情のまま、とつとつと説明を続ける美人に、

「居場所を教えるくらい、どうということはないさ。『ともだち』として当然のことをしたまでだよ」

　話を遮るように、亮介は言った。「無事に受け取れて、なによりだな」

「あ、うん」

「じゃあな」

　亮介は笑って手を振ると、まだ何か言いたげな美人を残して、廊下の人波へ紛れた。──無意識に、歩調が早くなる。

「各務……」

　表情こそいつもと同じくにこやかなのに、どこかバッサリ切られた気がして、美人は、取り残された表情で、亮介の消えた先を見み遣やった。







　二カ月前のバレンタイン、放課後、人気のない校舎の屋上に呼び出されて、美人は、各務亮介から告白された。

「もしかして気づいてるかもしれないけど、──ずっと好きだったんだ」

　クールといえば聞こえはいいが、実のところ、対人関係がさほど得手ではない美人は、幸か不幸か（他人にさほど興味もなかったので）寂しさも不便も感じぬまま、特に親しい友人もおらず、況ましてやガールフレンドなんているはずもなく、日々を送っていた。

　美人があまりに綺麗なので、女の子が敬遠する（自分より綺麗な男とつきあうのも、どうかと思うではないか、普通は）こともあり、また、特に気になる女の子もいないし、で、だが、その中で比較的、喋しやべる回数が多かったのが（亮介がなにかにつけて話しかけてくるから、結果的に話す機会が多かっただけではあるが）各務亮介。男女問わず人気があって、いつも人の輪の中心にいるような、美人とは対照的な男であった。

　だが、そこに特別な感情を意識したことがなかった美人は、

「それは、知らなかったな」

　正直に応えたのだ。

　あんなに露骨に美人に近づいて、こじつけのようになにかにつけて話しかけ、亮介が、同性でありながらも美人に対して特別扱いしていることは衆知の事実だったのに、当の美人が気づいていなかったなんて、そんなこと、あるのだろうか。──それとも、激！　天然な美人に限っては、充分ありえること、なのであろうか。

　判断つきかねないながらも、

「なんだ、なら、俺のアプローチ不足だったんだ」

　冗談めかして言ったのだが、

「男にアプローチするだなんて、物好きだな、各務」

　悪意も他意もなく、素直に感想を述べただけなのに、言った途端、亮介の笑顔が苦笑に変わった。

「そうか。物好きか」

　なんだ、そういうことか。

　なんだ、月下は色恋沙汰に弱そうだな、なんて勝手に心配してたけど、そんなこと、なかったじゃないか。ちゃんと、こんなに見事に婉えん曲きよく的に、断わる術すべを知ってるじゃないか。

　亮介の好意に気づかなかったふり。そして、物好き発言とで、告白の返事はもうわかった。

　そうか、なら、しょうがないか。

「ごめん、話はそれだけなんだ。悪かったな月下、部活があるのに、わざわざこんな所へ呼び出したりして」

　美人は剣道部の主将なのだ。

　春休みが明けたら、インターハイの地区予選が早々に始まる。

　それはまあ、柔道部の主力選手である自分とて事情は同じであるのだが。

「部活に遅れるのは伝えてあるからかまわないが、各務、どうして急にそんなこと言い出すんだ？」

　どうして、って。

「好きだから、ちゃんとつきあいたかったんだ」　>>>♥

　そんなにダメ押しさせることないのに。──もうわかったからさ。

「今だって、ちゃんとつきあってるじゃないか。各務に呼び出されたから、オレはここまで来たんだぞ。こんなに寒い所、各務でなきゃ、来なかったぞ」

「そうだな、ありがとう」

　ああ、日本語って、難しい。

　それとも、美人なりに、断わられた亮介があまり落ち込まないよう、気を遣って、フォローしてくれているのだろうか。

「つまり、ともだちということでいいんだよな」

「あ、……ああ」

　つまり？

　おかしな接続コトバなれど、そこは美人なので、突っ込みはやめておいた。

「うん、まあ、そう、……かな？」

　よくはないが、そうではないが、

「オレだって各務は好きだぞ、大事なともだちだからな」

　ともだち、かあ。──やっぱり、そっち方向のフォローだったか。

「優しいな、月下」

　亮介が笑うと、美人が照れたようにはにかんだ。

「な、なにを言ってる。優しいとか、そういうことでなくてだな」

「ともだちも悪くないけどさ、でもほら、俺くらい男前な彼氏なら、持っても悪くないかも、だろ？」

　もちろん、冗談のつもりで言ったのだ。いくらフォローしてもらっても、正直、傷心は、どうにもならない。冗談でも口にしないと、もう話が続けられない。「だからね、ちょっと提案してみたんだ」

　実際には、そんな己うぬ惚ぼれはカケラも持ち合わせてはいないし、なんたって、遠回しであれ、ふられた身だ。ほんのちょっぴり未練が混じっていたのは確かだけれど、でもただの、負け惜しみに近い軽口だった。──言わなければ良かった。さっき、美人に詫わびを入れたあの時に、さっさと屋上から立ち去れば良かった。

　じっと亮介の顔を見入った美人は、真面目な表情で、

「でも、オレの弟の方が男前かも」

　するりと言った。

　昨年、高校に入学してすぐのことだ。すんごい名前の奴がいる、と、巷ちまたで評判になった『月げつ下か美び人じん』。これで女の子なら、もう少し、周囲も気を遣ったであろうが、しかも男子生徒である。これはもう、即刻、一目顔を見に行かねば！

　名前負けをからかうべく、多くの友人たちと同じく物見遊山な気分で亮介も、渦中の人物が入学早々にして仮入部ではなく、すぐに在籍を決めた剣道部の道場を、たくさんのやじ馬に混じって見物していた。

　だが、当人を見て笑いが止まった。

　面を付けての打ち合いの練習の後、きちんと正座して面を外した美人のうなじにドキリとし（手ぬぐいで頭髪がきっちりと包まれていたので、より、うなじが艶つやっぽく感じられたのだ）、なにかの拍子でこちらを振り返った美人の、名前負けのカケラもない整った外見と凜りんとしたたたずまいに、一発でやられてしまったのである。

　あれから、ずっと、追いかけていた。

「ふうん……」

　どうリアクションしていいか、わからない。「あ、ははっ、月下の弟って、そんなにカッコイイんだ」

　だからここは、笑っておこう。

「って言うか、弟がいないと、オレ、生きていけないから」

「……へえ」

　つまり、弟さえいれば、他はどうでもいいんだ。

　そうか、だから、特に友人も必要なければ、恋人だっていらなかったわけだ。──なんだ、俺なんか端からお呼びじゃなかったんだ。

　なんだ、そういうことだったんだ。

「ちいさい頃からしっかり者でさ、一度、各務にも会わせたいよ」

　言って、美人が無邪気に微笑む。

　美人の笑顔など、そうは拝めるものではない。

　昼休みに引き続き、本日二度目のラッキーなのに、だが、亮介はちっとも嬉しくなかった。

　亮介にとって、これ以上残酷な笑顔など、なかったからだ。










「各務……」

　あっと言う間に人込みに消えてしまった背中へ、美人はそっと呟く。

　どうしてか、あれから亮介は、滅多に話しかけてこなくなった。

「やっぱり、ホワイトデーがまずかったのかな」

　だが、バレンタインに亮介から告白はされたものの、チョコレートをもらったわけではないから、三月のホワイトデー、どうしたものかとぐるぐる思案している間に、一日が終わってしまったのだ。

　お返し云うん々ぬんはさておいて、せめて、

「各務がしてくれたように、屋上に呼び出せば良かったのかな」

　三月十四日は、学年末テスト明けなれど、春休みに入る前で、学校にはかろうじて登校していたのだから。

　そうすべきだったのかな？

　わからない。

　でも、あれから。

　亮介がにこやかなのは変わらないのに、なんでか距離がとても遠くなったような気がする。

　だが、偶然であれ、引き合わせたかった弟と亮介が会えたのだ。

『財布を忘れるなんてさあ。まったくよっちゃんはいくつになってもこれだもんな。よっちゃんが高校に進学してから、俺いっつも心配してたんだぜ。でも同じ高校に入れたから、これでこの一年は大丈夫だからな、よっちゃん』

　財布を手渡しながら弟の健けん一いちが言った。

『うん、頼りにしてるよ』

　美人が笑う。それだけで、健一は嬉しい。

『あ、そう言えばさっき、よっちゃんがここにいるって教えてくれた各務って人の弟に、俺、間違われちゃったよ』

　不本意そうに健一が続けた。『すごいそっくりとか口々に言われたけどさ、でも、ちっとも似てないよな、あの人と俺？』

『うん、似てない』

　即答した美人に、美人があっさり否定してくれたことが、健一を益々嬉しくさせる。

『良かった。あんなのと一緒にされたくないよ、俺』

『健一と各務の違いはぁ──』

『やばっ！　入学式、始まっちゃう！　よっちゃんも急いで講堂、行った方がいいよ！』

　腕時計を目にして、慌てて健一が踵きびすを返す。

『各務といるとドキドキするけど、健一といてもドキドキしないこと、かな。──あれ？　健一？』

　とっくにいなくなった健一へ、とつとつと説明を続けていた美人の天然っぷりは、だが、幸いにも誰にも目撃されることはなかった。

　大事なともだち。

　亮介へ告げた一言を、思い出すと、頰が赤らむ。

　知り合いは山ほどいても、その中のひとりとて、ともだちと認識することのなかった美人。そんな美人にとって、だからあれは、特別な、一言。

　最初から、太陽のような笑顔で、屈託なく話しかけてきてくれた。たいして面白くもないであろう（さすがにそれは、自覚していた）自分の話を、楽しそうに聞いてくれるだけでなく、本当に楽しい話題へと、彼は変えてくれるのだ。

　一緒にいると、すごく楽しい。

　一緒にいると、すごく嬉しい。

　なのに、亮介が遠く感じる。










　翌日、放課後、部活へ向かおうとした美人は、廊下の隅でなにやら必死な形相で話しかけている柔道部主将の佐さ々さ木きと、いつものにこやかな表情で、だが、まるで受け流すように佐々木の話を聞いている亮介を見かけた。

　学生鞄かばんの他に胴着などの入ったスポーツバッグを抱えた佐々木。美人も、着替えを入れるスポーツバッグを持っている。なのに、亮介の荷物は学生鞄ひとつきりだった。

　ふとした違和感に気持ちがとらわれ、遠くからふたりの様子を見ていると、やがて亮介はにこやかなまま主将にバイバイと手を振って、柔道部の道場とは違う方向へ行ってしまった。

　溜ため息いき混じりに主将がガクリと肩を落とす。

「佐々木」

　美人が声を掛けると、佐々木一かず志しはギクリとしたように美人を見て、

「や、やあ月下、今から剣道部？」

　ぎこちなく、訊く。

　質問には応えず（応えなくても一目瞭りよう然ぜんだし）、

「どうかしたのか、各務？」

　美人が訊くと、佐々木はみるみる弱った表情となり、

「もしかして、見てた、今の？」

　素直に頷く美人へ、またしても深く溜め息を吐いた。

「そうか、見られてたか」

「佐々木、各務がどうかしたのか？」

「したもなにも、二月の半ば頃にさ、いきなり退部届け出したんだよ、あいつ」

「えっ？」

　二月の半ば？　って、──バレンタインの頃か？

「亮介、うちの主力選手じゃん。団体でも個人でも、あいつがいないとうちの戦力ガタ落ちだからさ。そんなこと、誰に言われなくても本人が一番わかってるはずなのにさあ」

　主戦力というだけでなく、亮介がとても柔道が好きで、おまけに練習熱心な努力家であることは、部活違いの美人でもよく知っていることであった。

「三年になっていよいよ大活躍するぞという時期に、なんだって辞めるのか、理由を訊いても一身上の都合と笑うばっかで、わけわかんないんだよ」

　いつもにこやかな、各務亮介。

「しかも、あいつににっこり笑われると、つい、うっかり、まるめこまれちまうから厄介だよなあ」

　その場の空気がふんわりまとまってしまって、それは悪いことではないのだが、揉もめ事だっておさまるし、だから決して悪いことではないのだが、なにか大事なことを誤魔化されたような気になるのだ。

「一方的に退部届けを出されてから、この二カ月ちょっとの間、春休みの間もさ、もう何度となく柔道部に戻ってくれって頼んでるんだけど、毎回、いつもの調子でかわされちまってさ」

「柔道の地区予選、月末から始まるんだよな」

「そっちと同じ、四月第三週の日曜日からだよ」

「そうか」

「あああ。弱ったなあ、どうするかなあ」

　心底から、佐々木が嘆く。

「佐々木、各務が退部届けを出したのって、バレンタインの前なのか、後なのか？」

「前か後？　って、いきなりなんだ？」

「や、気になって」

「そうだよ！」

　突然、佐々木が叫んだ。「亮介と言えば、月下！　月下、なあ、なにか知らないか？　亮介が柔道を辞める理由！」

「え？　なんでオレがそんなこと」

「だってあいつ、月下にベタ惚れしてるじゃないか」

　ベタ惚れ？　──ナンダ、ソレハ？

「月下になら話してないか？　なにか、それらしいこと、聞いてないか？」

「聞いてるわけがないだろ。各務が柔道部を辞めたことだって、今、初めて知ったんだから」

「……あ、そうか」

「そうだぞ」

「あー、……なら、ひょっとして、バレンタインに亮介が月下にふられたって噂、本当なんだ……？」

「ふられた？」

「バレンタインの前とか後とか、月下がさっき気にしたのって、月下が亮介をふったのが、あいつの一身上の都合なんじゃないのかなと、思ったからじゃないのか？」

「違う」

　確かに、バレンタインの一件が、もしかしてなにか関係しているのかな、と、一瞬思ったけれども、

「まあ、そうだよな。好きな相手にふられたくらいで、柔道辞めたりしないよな、亮介は。むしろ、失恋の痛手を癒いやす為に、却って柔道に没頭しそうだもんな」

　──思ったけれども、それはまるきり違う理由でだ。

　美人は無表情な美貌の下で、少しばかり動揺していた。

　ふった？　自分が亮介をふった、という噂？

「そんな噂があるのか？」

「あ？」

「オレが各務をバレンタインにふったって、そんな噂が本当にあるのか？」

「あー、まあ、そりゃ（いろんな意味で）月下の耳には入らないだろうけど」

　いくら月下美人がどの女生徒より綺麗でも、なにも男同士でくっつくことはないんじゃないかと、女生徒たちは以前から、心中密かにふたりの仲が壊れることを期待していたのである。もちろん、亮介がフリーになるのを心待ちにしているという意味だが。

　浮世離れした月下美人。

　近寄り難いその怜悧な美貌だけでなく、キャラクターとしても他人ときさくにつるむということがない美人には、どんな噂話も届きにくい。

「バレンタインのすぐ後からそんな噂話を、嬉しそうに女共がしてたぜ」

「そうなのか？」

　……知らなかった。

「ほら、昨日、入学式の後で、月下、亮介となにか喋ってたじゃん？」

「え。なぜ、知ってるんだ、佐々木？」

「そりゃまあ、そんなこんなで、なにかと注目の的だったわけだよ、月下と亮介は」

　噂はともかく実際のところはどうなのかと、ふたりの会話は、周囲からダンボの耳で聞かれていたのだ。

「ふたりが普通に話していたから、噂の真偽は不明のまま。ということになったらしいが、でも、なんでかあいつ、前は口を開くと月下が月下が言ってたのに、そういやバレンタイン以降あんまり月下の話、してなかったかなあって」

「理解できない」

「あっ！　ごめん、そうだよな、こんな低次元の話、月下にして悪かったよ」

　理解できない。──どうしてだ？　そもそもふってなんかいないのに、各務は大事なともだちだと、ちゃんと彼に伝えたのに、なのにどうして、そんな噂が広まるのだ？

　静かに困惑している美人へ、

「と、とにかく、そっちもインハイに向けて大変だろうけど、亮介が柔道部に戻ってくれるよう、月下も協力してくれないか？」

　佐々木が両手を合わせて拝む。

「協力と言われても……」

　いったいなにをすればいいのか。

「ふったヤツのことなんか眼中にないかもしれないけどさ、こんなこと、月下に頼むの筋違いだとわかってるけど、でもきっと、亮介は月下の頼みだったら聞くような気がするんだよ」

「だから、それは──」

　ふってなんか、いないというのに。

「わわわわごめんっ！　あっ、でも、月下も、各務が柔道辞めちゃうの、もったいないと思うだろ？　だろ？」

「そ、それは、思うが」

「だろだろ？　な、頼む月下、すっごく不本意だろうが、亮介が部に戻るよう、協力してくれよ！　恩に着るからさ！」

　重ねて頼まれ、美人は勢いに押されるように、曖あい昧まいに頷いた。










　それから数日後。の、放課後。

　美人は佐々木にぐいぐいと腕を引かれて、このところ毎日ＨＲが終わるとさっさと下校してしまう亮介の後を（柔道部と剣道部の主将がふたりして、この時期に部活をさぼるってのも問題だが）こっそり尾つけていた。

　学校前のバス停からバスに乗った亮介を、自転車のふたり乗りで追う。

　とあるバス停で降りた亮介は、洒落しやれたケーキ屋へ立ち寄ると、ちいさなケーキを二種類買い、小箱を手に、またバスに乗る。今度はさっきとは違う路線のバスだった。

「そっか、バスを乗り換えてまで、わざわざあそこのケーキを買いに来たのかあ」

　佐々木が低く唸る。「そんなにあそこのケーキ、美味うまいのか。食べてみたいなあ」

「なら、戻って買って来ればいいだろう」

　素朴に美人が言うと、

「月下……、そんなことしてたら、亮介を見失っちゃうだろ」

「そうか」

「そうだよ」

　見かけによらない天然な美人。──こういうところも、たまらなかったんだろうなあ、亮介には。ふう。

　やがてバスは辺へん鄙ぴな山奥へ入ってゆく。雑木林の間を縫う急な坂道に、さすがの柔道部主将もふたり乗りを諦あきらめた。ふたりどころか、ひとりで漕ぐのも、こんな坂ではイヤだ。

「もう追いかけないのか？」

　美人が訊くと、

「じゃ、なくて」

　肩でぜいぜいと呼吸をしながら、汗だくの佐々木が笑う。「急がなくても、行き先は、もうわかったからさ」

「なんだ、佐々木、千里眼か？　なら最初から、後を尾けるような姑こ息そくな真似はせずに──」

「じゃなくて」

　佐々木は更に苦笑して、「この坂の先にあるのは、国立の総合病院だけだからさ」

　自分に向かって千里眼かと、冗談でなく本気でそう訊く人間は、間違いなく、この世で月下だけだろう。

　オモシロ過ぎ。

「病院？　じゃあ各務は、見舞いに行くのか」

「ケーキ持参で診察もないもんな、だから、多分な」

「学校で休んでる人、いたか？」

「入院して休んでるなんてのは、いないよなあ」

「だったら、家族か姻いん戚せきとか？」

「そんな話も聞いてないし」

　なら各務は、誰の見舞いに？

「……毎日、行ってるんだろうか」

「かもしれないし、今日はたまたまそうなのかもしれないし、ま、行ってみればなにかわかるだろ」

　自転車を押しながら、並んで坂を上がってゆく。

　ふたりが病院へ到着した頃、辺鄙な場所だけにリゾートホテルのように広々としたその病院のきれいな中庭に、偶然、亮介を見つけることができた。

　ベンチに亮介が座っている。その隣りに、小柄で可愛らしい女の子が、あのケーキの箱を膝ひざに置いて、嬉しそうに亮介を見上げて笑っていた。

「うわ、なんだ、亮介」

　いつの間にあんな可愛い女の子と！　いくら月下にふられたからって、と、言いかけて、佐々木は慌てて美人を見て、口を噤つぐんだ。

　髪の短い、ボーイッシュな女の子。小柄で丸顔で、笑顔がとても人懐こい。──長身で、冷ややかな印象の美人とは（性別の違いはこの際、置いといて）正反対である。

　その子の肩を抱きはしないが、ベンチの背せ凭もたれに沿って腕を回した亮介は、その子の顔を覗のぞき込むようになにやら楽しげに話し、ふたりはとても仲睦むつまじそうであった。

　白地に水色の細いボーダーのパジャマにフリースのジャケットを着て、その子の片足は白くて分厚いギプスに包まれていた。傍らに、車椅子。

　亮介がなにやら尋ねて、その子が頷く。立ち上がり、自分で車椅子に座ろうとした時、亮介がひょいっとその子をお姫様抱っこした。　>>>♥

「あ……」

　美人がちいさく声を上げる。

　恥ずかしそうにしながらも、その子はおとなしく亮介に抱き上げられて車椅子に座ると、大切そうにケーキの箱を膝に持ち、慣れた様子で車椅子を押す亮介と共に、病院の中へ消えて行った。

　佐々木はなにも言わなかった。

　美人も、なにも、言えなかった。

「って、ボーッとしてる場合じゃない。追いかけるぞ、月下！」

　威勢よく走り出す佐々木。だが、美人は固まったように動けなかった。

　ガラスやアクリルを多用した、明るくて開放的な大型の病院。外来患者で埋め尽くされているたくさんのソファが並ぶ広いロビーの吹き抜けから、エレベーターで上がっていく亮介たちの降りる階を確かめて、エレベーターの箱が戻るのを待つのももどかしく、階段を一気に駆け上がった佐々木は、

「亮介のヤツ、彼女のこと、俺たちに隠してたってことは、つまりはアイツのヒミツってことだよな。つまり、これをネタにして部に戻るよう説得できるかも、だよな。ナイショにしててやるから、交換条件だ、とか言ってさ」

　俺もけっこうワルよのお。ヒッヒッヒ。と美人に向けて笑ったつもりだったのに、自分の後ろについてきているはずの美人がいなかった。

　──あれ？

　階段を少し戻ってみても、どこにも人影はない。

「やっばー。そうはつきあいきれないって、さすがに愛想、尽かされちまったかなあ」

　バツ悪げにポリポリ額をかきながらも、佐々木は、「でも、俺がどんなにセコイ奴でも、亮介抜きじゃ、やっぱ試合にゃ勝てないんだよお」

　情けなくぼやきつつ、亮介が消えた方の廊下へ、足早に向かった。










「リリエンベルクのケーキなんて、久しぶりだあ」

　嬉しそうに膝のケーキの箱を眺めた渉わたるは、「学校とは全然方向が違うのに、わざわざ買いに行ってくれたんだ？」

「しかも、一番人気のザッハトルテと大好きなモンブランだぞ」

「ありがとう、お兄ちゃん。うわ、迷うなあ、どっちにしよう」

「選ばなくても、両方食べればいいじゃないか」

「ううん。一個ずつ、一緒に食べよう？」

「それでいいのか？」

「うん。でも、ちょっとだけ、お兄ちゃんの、味見させて？」

「おう。後で自販機で、なにか飲み物、買ってくるよ」

「うん」

　和やかに会話をしつつ、六人の大部屋へ、スムーズな動きで車椅子を押しながら、

「こんにちは、お邪魔します」

「ただいま～」

　亮介と渉が入って行くと、

「よお兄ちゃん」

「おっ、渉くん、お帰り」

「兄ちゃん、コンチワ！」

　他の患者たちがきさくに声を掛けてくれる。

「えらいねえ、兄ちゃん！　毎日弟の見舞いに来て」

「渉くんも、良いお兄さんを持ってしあわせだなあ」

　言われた途端、亮介が静かに顔を赤らめた。

「や、そんなんじゃ、ないです」

「ホントのことなんだから、照れなくてもいいよなあ」

「良い男は照れた姿もサマになるなあ、な、渉くん」

　どこまで本気かわからないやりとりに、渉も笑って、

「そんなに褒めても、今日はおすそわけ、ありませんから」

　膝の箱を指さす。

「いいって、いいって」

「期待してないよ」

　わははと笑う彼らの間を通り、窓際の渉のベッドに向かった亮介は、ふと、ベッドの枕元に置かれた小型の収納スペースへ最初から設置されているテレビ（液晶画面のプリペイドカード式のテレビなので、一人に一台でも、さほど邪魔にはならないのだ）の前にささやかに飾られている、ちいさな一輪挿しに気がついた。

　また花が新しくなってる。

「へえ、また来てくれたんだ」

　亮介が言うと、ケーキの箱を一輪挿しの脇に丁寧に置きながら、

「うん」

　はにかみながら、渉が頷いた。

　入院患者ではないそうだが、どこの誰かは知らないが、入院してからできたという渉の病院ともだち。外国人じゃあるまいし、キザなことを。とも思うが、渉を見舞ってくれるたびに、その人は必ず一本、違う花を持参してくる（らしい）。

　中庭で車椅子に乗せた時と同じく、当たり前のように車椅子からベッドへと、横抱きに渉を移そうとした亮介の腕を軽く押して、

「いいよお兄ちゃん。大丈夫だよ、自分でできるよ？」

　片腕とギプスをしていない片足でバランス良く体を支え、渉は車椅子からベッドへと、危なげなく、ひとりで移動した。

　それを複雑な表情で見守っている亮介へ、

「そういうの、過保護って言うんだよ？」

　からかうように渉が笑う。

　亮介は困ったように苦く笑うと、車椅子を端に寄せ、折り畳み式の椅子を開いて、渉に向かい合う形に腰を降ろした。

「でもさ、渉」

　頭を低くして、重く語りかける亮介へ、兄の話を遮るように、

「あのさ、事故ってさ、本来起きるはずがないのに起きるから、事故って言うんだって」

　明るい口調のまま渉が言う。

「え？」

「あ、今の、受け売りだけど、でも僕もそう思うんだ。だから、ずっと、前からずーっと言い続けてるけど、僕がケガしたのは、ちっともお兄ちゃんのせいなんかじゃないんだからさ、だから、いつまでも、そんなに責任、感じないでもらいたいんだ、僕としては」

「渉……」

「だからね、あの、もう僕の見舞い、来なくていいから、ね？」

　言った途端、亮介が硬直した。

「あっ、違う違う、お兄ちゃんが来ると迷惑とかじゃなくて！」

　渉は慌てて、訂正する。「先週、光こう和わ館かんの村むら井い先生がお見舞いに来てくれて。先生、お兄ちゃんのこと、すごく心配していたよ。試合で相手がケガをしても、それはお互い様だと割り切れるのに、どうして今回はそこまで思い詰めるんだろうって。だって、治らないケガじゃないんだよ？　来週にはギプスも取れて、全部のリハビリができるようになるんだよ？　それに、僕の直接のケガの原因は、お兄ちゃんじゃないじゃないか」

「それは、そうだけどさ……」

　二月の半ば過ぎ、日曜日の夕方、子供の頃からふたりで通っている近所の光和館の道場で渉と組んでいた時、背負で投げられた渉はちゃんと受け身を取ったのに、取れたのに、そこへ、隣りで組んでいた初心者の学生が、とても大柄な大学生が、技をかけられたわけでなく、勝手に足元のバランスを崩し、まともに渉の上へ、ぶつかるように倒れ込んできたのだ。

　一瞬のことで、亮介はただ呆ぼう然ぜんとしているだけだった。渉が畳に受け身を取ったのと、学生が倒れ込んできたのは、ほとんど同時だったのだ。たまたま学生の曲げられた肱ひじがまともに渉の胸に入り、不意を衝つかれて、渉は変な形に畳へ腕を置いていたのだろうか腕の筋をひどく痛めた上に骨にひびが入り、足首まで骨折したのだ。

　思い出しただけで、自分の骨が折れたように痛みが走る。

　内気でおとなしくて、だからなかなか友人のできにくい弟を心配して、渉が中学に入るのをきっかけに、心も体も鍛えられるから、と、亮介が渉に柔道をすすめたのだ。

　おかげで大きな声で人と挨拶ができるようになって、小柄だけれどとても健康になったし、柔道をきっかけに、友人が増えたりしていたのだ。

　なのに。

「せっかくお兄ちゃんと同じ高校に受かったし、入学式には間に合わなかったけど、夏休みの前には学校に行けようになると思うんだ。だからさ、お兄ちゃん」

「よしんばそうだとしてもだ、俺は、渉がまた柔道ができるようになるまでは、柔道はやらない」

「──お兄ちゃん」

　単に普通の状態へ、ではなく、柔道ができるまでの回復を待っていたら、いったいどれほどの時間がかかるのだろう。

　もちろん、一日も早くそうなれるよう努力するつもりでいる。それは兄の為だけでなく、自分の為でもあるのだから。だが、現実としてどうなるか、それは渉にもわからない。最悪の場合はどうなるのだろう？　下手をすれば、高校卒業まで、どころか、何年も何年も、亮介は大好きな柔道ができなくなってしまうのではないか？

　考えると、切なくなる。

「……そんな風に、僕にプレッシャーかけないでよ」

　じわりと泣き出しそうな渉へ、

「えっ？　あ、違うぞ渉、お前にプレッシャーなんてかけてないぞ」

　亮介は慌てて首を横に振る。

「お兄ちゃんにそのつもりがなくたって、そんな交換条件出されたら、お兄ちゃんの活躍を楽しみにしてるたくさんの人に、僕が恨まれちゃうじゃないか」

　俯いた渉に、けれど亮介は、

「ごめんな」

　そんなつもりじゃないんだけどな。と、口の中でちいさく謝ったものの、なら渉の気持ちを汲くんで柔道の道へ戻るよ、とは、言わなかった。

　一緒に食べるはずのケーキの箱が、沈黙の中、いつまでもポツンと取り残されていた。










　病室の外、廊下で、亮介たちにバレないよう開いたままのドアの陰に潜んでいた佐々木は、壁に耳をくっつけるというアヤシゲな行動を取るまでもなく、ちいさく洩れ聞こえてきた兄弟の会話に、複雑な表情となった。

　そして、ドアの脇に表示されている六人の入院患者のひとり、『各務渉』の名前を見上げると、

「弱ったなあ……」

　そっと溜め息を吐いた。










　──あの子が誰なのか、正体なんか知りたくない。

　亮介があの子に向けた笑顔を見た途端、一瞬で、理解してしまった。それまで向けられていた自分への笑顔が、いかにぎこちない『つくりもの』だったのか。

　勝負は明白。

　向けられた笑顔の差と、差があることの事実に気づいた途端、なんだかひどくいたたまれなくなって、とてもあの場所にはいられなくて、美人は病院から逃げ出してしまった。

「──各務、オレのことを好きだと言ったのに、オレもちゃんと『大事なともだちだ』と伝えたのに、彼女を作るなんてあんまりだ」

　もしくは、ずっと以前から彼女がいて、美人はバレンタインにかこつけて、からかわれただけだったのだろうか。

　いや、各務はそんなこと、するヤツじゃない。

「そ、それになんだって、オレが各務をふったことになってるんだ？　あっ、もしかして、やっぱり原因はホワイトデーか？　あの日、オレがなにもしなかったから、そんな風に各務に誤解されてしまったのか？　でもって、彼女を作られてしまったのか……？」

　でも確か、各務は大事なともだちだと伝えた時に、ちゃんと『オレも好きだ』と伝えた気がする。だから本来はあの時点で、ふたりはめでたく両思いということではないのか？

　そもそも。

　毎年のように冬の寒稽げい古こで鍛えられていようとも、美人は基本的に、寒いのは得意ではないのだ。あんな寒風吹きすさぶ屋上に、待ち合わせたのが亮介だったから出向いたけれど、それ以外の人物との約束ならば、約束を持ち出された時点でさっさと断わっている。

　美人にすれば、待ち合わせの約束を受けた時点で、もう充分、特別だったのだ。

　なのに、どうしてか、あの日、美人が亮介をふったことになっている。

　なぜだ？

　どうしてだ？

　等々と、ひとりでぐるぐる考えていても亮介本人ではあるまいし、本当の理由が美人にわかるはずもないのに、真実を知りたいのならば直接本人に訊けばいいと、常の美人なら簡単に結論を導き出すところなのに、動揺のあまり、同じことをさっきから、繰り言のようにぐるぐると何度もトレースするように考えては、どんどん気持ちが落ち込んでゆく。

　わかったのは、美人がどんなに亮介を『特別』と思っていたかだ。そして、亮介にとっても自分は特別なはずと、勝手に思い込んでいた。

「なのに、違ってたなんて、あんまりだ……」

　告白されたのは美人の方なのに、実は、美人の片思いだったということか？

　そんなの、あんまりだ。

　悲しい。すごく、悲しい。

　病院からどこをどう歩いたのか、気づくと既に辺りはどっぷりと暗く、

「なんか、お腹が空いたな」

　という現実的な自覚のおかげで、ふと、足を止めた美人は、「あれ？」

　ぐるりと周囲を見回して、やっと自分の置かれている状況に気がついた。

　夜の闇に包まれた、見知らぬ町角。見知らぬ風景。

　あれ？

　ここ、どこだろう？

「──もしかして、オレ、迷子？」










　ダイニングの壁の時計を、テーブルに頰ほお杖づえをついて心配そうに眺め遣り、

「もう八時なのに、どこでなにしてるんだろう、よっちゃん」

　健一は呟いた。

　剣道部の活動は七時までで、学校からここまでゆっくり歩いても三十分とかからなくて、寄り道なんてしたことがない美人は、いつもちゃんと七時半には家に帰ってきているのだ。

「あ、そうだ」

　こういう時こそ携帯に電話すれば良いのだ。「滅多に使わないから、うっかりしてた」

　朝、学校に出掛けて七時半に帰宅する。そのサイクルが乱れることも変わることもついぞなかった美人なので、両親が美人にも健一にもそれぞれに携帯電話を持たせているのだが、健一はともかく美人がそれを使ったことはほとんどなく、美人の携帯に誰かからかかってくるということもなく、メールもしない美人の携帯は、健一が気を利かせて定期的に充電していなければ、常に電源が落ちていることであろう。

「やった、遂ついに活躍の時が来たぞ、よっちゃんの携帯！」

　嬉々として、健一の携帯から美人の携帯へと電話をかけると、居間のソファからなにやら楽しげな音楽が流れて来た。

　ぎょっとして駆け寄ると、

「あーあ。よっちゃん、また忘れてる」

　やってくれます、天下の忘れ物大王。「ダメじゃん、もう」

　これでは、携帯を持たせる甲か斐いがない。

　健一はテーブルに戻ると、また、壁の時計を見上げた。

「父さんと母さん、今日も帰りは何時になるかわかんないしなあ」

　共働きで多忙な両親。帰りは大抵真夜中だが、意外に早い時もある。できればその前には帰って来てくれないと、きっとすごく心配される。

　すっかり冷めてしまったテーブルの上のおかずたち。

　一緒に夕飯を食べるから、健一の茶碗もまだカラのままで、お腹の虫がグーと鳴る。

「そういや今日、部活サボッたんだよな、よっちゃん」

　クラスの女子が、ご丁寧にもわざわざ教えてくれたのだ。

　放課後、夕飯のメニューを考えながら、教室でのんびり帰り支度をしていると、

『良かったあ、まだいたあ！』

　とっくに帰ったはずの同じクラスの女の子たちが、ダッシュで数人現れて、なぜかニコニコと自分を取り巻いた。

『ねえねえ月下くん、もう部活、なににするか決めた？』

『月下くんも、お兄さんと同じ剣道部に入るの？』

『や、まだ、なにも決めてないけど』

　というか、食事の支度とか家事があるから、そもそも部活に入る気がないのだが。

『それにしても、月下くんのお兄さんってステキよねえ』

『そうそう、これぞまさしく王子様って感じ？』

『キレイで気品があって、ちょっと近寄りがたいフンイキもポイント高いし』

　なあんだ、よっちゃんってモテてるんじゃん。なのに、今まで彼女とか家に連れてきたことないなあ。──って、やっぱ俺がいれば、それで充分だからかあ？

　内心密かにニヤけていると、不意に各務亮介の顔が脳裏に浮かんで、いきなり不愉快な気分になる。

『これで月下くんも剣道部なら、私たち、剣道部のマネージャーになっちゃおうかなあ、なあんて』

『ねえー？』

　楽しそうに続ける彼女たち。

『でも今日は残念ながら、見られなかったのよねえ、月下さん』

『試合が近いのに、部長なのに理由も言わずに部活を休むなんて、って、副部長さんが心配してたっけ』

『え？』

　あの剣道大好き美人が、部活を休んだ？『それ、ホント？』

『うん。だから私たち、月下さんウォッチングに明日また出直すの』

『ねーっ』

『ということで、月下くん、ぜひ、私たちの為に剣道部に入ってね！　絶対よ、ね！』

『じゃ、月下くん、また明日ね！』

『ばいば～い！』

　言いたいことを言い尽くし、すがすがしい表情で彼女たちが帰ってゆく。

　彼女たちのリクエストはさておき、

「……柔道部の部長も、今日は無断で部活を休んでたんだよなあ」

　健一はテーブルに頰杖をつく。

　あの美人が部活を休むなんて俄にわかには信じられなくて、自分の目で確かめたくて剣道部に向かう途中、通りすがった柔道部員たちがそんな話をしていた。

　柔道部。──といえば各務亮介。

「げっ、出てくるなよ、こんな時に！」

　急いで亮介の顔を頭から振り払って、「どこまでもフキツな男め！」

　舌打ちして、時計を睨にらみつける。

『あのな健一、今日、カガミがな』

　いつ頃からだったろうか、美人が、その名を頻繁に口にするようになったのは。

　彼女の話はしないのに、彼女どころか他の誰の話もしないのに、唯一、口の端に上るその名前。──カガミリョウスケ。

「でも、よっちゃん、この前のバレンタインにあいつのこと、ふったんだよな」

　聞く気はなくても勝手に耳に飛び込んで来るのは、専らそういう噂である。

　結局、各務亮介の片思いだったと、そういう噂だ。

　噂を裏付けるように、このところ美人はアイツの話をあまりしなかった。

　だから、もう、関係ない。

「よっちゃんは、各務亮介とは、関係ない！　──よし！」

　ああ、それにしても、なにやってんだよ、こんな時間まで。

　美人が無断でこんなに遅くなるなんて、今まで一度もなかったから、健一はもう、気が気でないのだ。










「所持金は四十円か……」

　学生服のズボンのポケットに入っていたのは、ペットボトルのキャップがひとつと、小銭が数枚。「四十円で、食べ物って買えるのか？」

　あ、今、消費税って何パーセントだったっけ？

　コンビニも含め、日常、まったく買い物をしない美人には、世の中に消費税があることを思い出せただけでも上出来であった。

　何パーセントであれ、

「つまり、四十円、まるまるは使えないってことだな。──ふむう？」

　さて、どうしよう。どこに行けば、三十円で食べ物をゲットできるのだろうか？

　ここがどこかわからないのであれば、いっそタクシーに乗って行き先を告げれば恐らくいや間違いなく、家まで連れて行ってもらえるだろう。持ち合わせはなくても、家で家人に料金を払ってもらえば済むことなのだ。なのに美人のアタマの中は、この空腹感をどうにかしたい、の一点で、他に知恵が回らない。

　迷い込んだ住宅街、電信柱に『戸と田だ町まち徳倉とくら２４０』とある。

「って、どの辺なんだろう？」

　戸田町はわかるが、美人の住む隣り町だが、隣り町とはいえ、そこの地理に明るいわけではない。しかも呼び名こそ町とはいえ、決して狭いエリアではないのだ。

　だが、ふと美人は、足を止めた。

「戸田町徳倉？　どこかで聞いたような……」

　聞き覚えがあるというか、ここではないどこかで見た覚えがあるというか。

　あ。と、美人の口が開いた。

　美人の学生手帳に唯一書かれている『友人の住所』、それが、戸田町徳倉２５５だ。

「そうか。各務の家の近所なんだ」

　それだけで、なんだかとてもホッとした。

　学生手帳が入った学生鞄を教室に置いたまま佐々木に連れ出されてしまったので、番号を暗記しているわけではない亮介の家へ電話をかけることはできないが、だから電話をして、亮介にこの界かい隈わいの様子を教えてもらうこともできないが、それでも、この近くに亮介の家があるとわかっただけで、すごく気持ちがラクになった。ついさっきまで、その亮介のせいですっかり落ち込んでいたのに、である。

　大きな道路に出ればどうにかなるだろうかと住宅街をあてずっぽうで歩いていると、勇ましい声が外まで聞こえる建物の角に出た。

　門に墨の字で『光和館』とある。

　雰囲気からして武道には違いないが、なんの道場だろうかと、興味が惹かれてこっそり中へ入ると、闇の中で誰かが道場を覗いていた。

　シルエットに、ドキリとする。

「各務？」

　いくらなんでもそんな偶然あるわけないと思いつつも、美人がその名を呟いた時、ギクリとシルエットが振り返った。

　驚いたように美人を見たのは、間違いなく、各務亮介であった。

　亮介は、美人がなにか言葉を繫つなげるより先に素早く美人の腕を摑つかみ、

「しっ！」

　ひとこと言うと、すごい勢いで（その場所から逃げ出すように）道路へ連れ出す。

「……各務？」

　光和館は、柔道場であった。

　しばらく無言で歩いた夜道、人気のない住宅街で、亮介は美人から顔を背けたまま、きつく摑んでいた美人の腕から手を放す。

　ぽんと放された亮介の手の、温ぬくもりも一緒に離れて行った。

　背中を見せたきり、じっと無言の亮介へ、

「こんな所で会えるなんて、びっくりしたよ」

　美人は言った。「実は道に迷ってしまって、ここがどこだかわからなくて、おまけに手持ちの金が四十円しかなくて、どうしていいか困ってたんだ」

「……え？」

　てっきり柔道のことをあれこれ訊かれるのかと思っていた亮介は、読みが外れて、しかも、相変わらずきてれつな美人の発言に、つい、美人を振り返ってしまった。

　困ってたと言う割に、美人は亮介を嬉しそうに見上げている。

　学生服のままなのに、手ぶらの美人。──これは、どういうことなのか？

　よくわからないまでも、

「月下、携帯はどうした？　道に迷ったなら、家に電話して、家族に迎えに来てもらえばいいだろ？」

「え？　家族って、家族の誰に？」

「誰って、父親とか母親とか、……その、弟とか」

「両親は仕事が遅くて無理なんだ。家事で忙しい健一に自転車で迎えに来てもらうのも、申し訳ないし。それに、携帯は、持ってない」

「持ってない？」

　ああ、イマドキでも、美人なら、ありえるか。

「さっき確かめてみたら、ポケットに、入ってなかった」

　美人が制服の内ポケットを指で示す。

「はい？」

「きっと健一が入れ忘れたんだろう」

「──はい？」

　美人の携帯を美人の学生服の内ポケットに、弟が入れ忘れる？

　なんだ、その図は？

「弟が家事で忙しいって、月下の家って、どうなってるんだ？　母親は？」

「仕事に行ってる」

「両親共働き、なのか？」

「うん」

「へえ……」

「ふたりとも、十二時前には滅多に帰って来ないから、ちいさい時から健一がオレの分の夕飯も作ってくれて、あ、あと、洗濯も掃除も、健一が全部やってくれてて、すごい大変だから、オレもたまには手伝おうとするんだけど、なんか、オレが手を出すと余計大変みたいで、それで──」

「ぷぷっ」

　いきなり亮介が吹き出したので、美人はキョトンと亮介を見る。

「なに？」

「いや、ごめん、なんでもない」

　器用な弟と不器用な兄。光景が目に浮かぶようで、微笑ましくて、つい、笑ってしまった。

　そうなんだ。比ひ喩ゆなんかじゃなくて、本当に美人は弟がいないと生きていけないんだ。──携帯、弟にポケットに入れてもらうくらい、だものな。

「ちいさい頃からって、健一くんがいくつくらいから？」

「小学校に上がる頃には、毎日作ってもらってた」

「それは、すごいな」

　小学一年生なんて、まだまだ自分が親に面倒を見てもらう時期なのに、自分のことだけでなく、親に代わって兄の面倒まで見てるなんて、これは間違いなく、

「確かにオトコマエだな、月下の弟」

「あ、うん」

　唐突に言われて、美人は不思議そうな顔をする。

「俺にはそんな芸当、とてもできそうにないよ」

『だからね、あの、もう僕の見舞い、来なくていいから、ね？』

　渉……。

　面倒を見るどころか、善かれと思ってやっているのに、結果的に、たったひとりの弟に、辛つらい思いばかりをさせてる。

　苦笑する亮介に、苦笑でありながらも、少なくともいつもの『誤魔化しの笑顔』ではない亮介の笑顔に、嬉しくなって、美人も微笑む。

「あのさ、各務」

「ん？」

「オレ、各務のこと、ずっと特別だと思ってたんだ」

「──へえ？」

「だから各務は、オレにとっての『大事なともだち』だったんだ」

「え？」

「オレ、バレンタインに各務をふってなんかいないけど、各務にそう受け取られたんならしようがないかなって、思うんだ」

「月下？」

「各務と彼女のこと、応援してるから」

「彼女お？」

「じゃ、おやすみ」

　くるりと背中を向けて突然どこぞへ走りだした美人に、

「って、おい、道に迷ってるんじゃなかったのか、月下！」

　亮介は急いで追いかけた。










「よっちゃんと柔道部の主将と、ふたりとも部活を無断で休んだのって、偶然なのかなあ」

　呟いた時、居間の電話が鳴った。「よっちゃん!?」

　良かった！　携帯を忘れたことに気がついて、どこからか電話してくれたんだ。

　コールの一回目すら鳴り終わらぬうちに、

「もしもし！」

　勢い勇んで出ると、

「あの……」

　気迫に怖おじけづいたような、男の子の声がした。

　よっちゃんじゃない。──なあんだ。って、や、あれ!?

「わ、渉!?」

「うん。こんばんは」

「こんばんは」

　さっきまでの不機嫌ハラハラはどこへやら、やたらと優しい表情になった健一は、「どうした？　なにかあったのか？」

　一輪の花がよく似合う、渉のちょこりんとした姿を思い浮かべつつ、訊く。

『ありがとう。いい匂い』

　笑うと可愛い。すっごく可愛い。

「えっと……。うん、ちょっとあった」

　ちっちゃくて可愛いのに、すごく我慢強い渉。どんなに治療が痛くても逃げ出さないし、そしてとても頑張り屋だ。

　前にそう渉へ言ったら、健一くんだって同じじゃないか、と、微笑まれた。

　三月の上旬、健一がいつものクスリをもらうのにちいさい頃からずっと通っている国立病院へ（以前の建物が老朽化したので、新しくて最新設備満載の建物へと、数年前に建て替えられたのだ。ただし、繁華街からはかなり離れた上の方へ）診察に行った時に、健一は渉と知り合った。

　まわりの人に、特に兄に心配かけさせたくないから、渉は一日でも早く足が治るよう、治療を頑張ってるのだと言った。

　健一も、美人に心配かけさせたくなかったから、兄には知られないように、月に一度、持病の診察を受けて、クスリをもらい、毎食後に、兄の目を盗んでこっそり服用しているのだと、言った。

　必要以上に心配かけさせたくない気持ち。それが、渉と健一の共通点だったのだ。

　ちょっとあった、と言ったのに、その続きをなかなか話そうとしない渉に、

「わかった。──また、あのワカラズヤの兄貴がなにか言ったんだろ」

　ズバリと健一は切り出した。

　渉が悩む原因と言ったら、あの、兄貴以外にいないのだ。──各務亮介！

　電話の向こうで、渉は頷き、

「僕、どうしたらいいんだろう……」

　今にも泣きそうに、呟いた。










『男にアプローチするだなんて、物好きだな、各務』

　あの時、告白を冷静に返されて、だからふられたんだと思ってた。『オレ、各務のこと、ずっと特別だと思ってたんだ。──だから各務は、オレにとっての「大事なともだち」だったんだ』

　ああ、だから、接続コトバがつまりだったんだ。

『つまり、ともだちということでいいんだよな』

　おかしなつなぎに一瞬ギモンを感じたものの、亮介はともだちの一言に静かに深く傷ついていて、だが、重要なのはそっちじゃなくて、つまりの一言の方だったのだ。

「そうだった」

『オレだって各務は好きだぞ、大事なともだちだからな』

　ただのフォローだと思ってた。でも、そうじゃなかった。

　美人はあの時、亮介へ、ちゃんと、好きだと、大事だと、言ってくれていたのに。

　亮介の解釈が間違っていた。それは、すっかり美人通なつもりでいて、誰より美人のことをわかっているような得意げな気持ちでいたけれど、実際には、亮介が美人をちっとも理解していなかったという、明らかな証あかしでもある。

「待てって、おい！」

　背後から腕を摑つかみ、力ずくで振り返らせた美人の両目が濡ぬれている。

「なっ、なんだ、各務？」

　驚いて訊き返す美人は、でもきっと、自分が泣いてるなんて自覚していないのだろう。涙を拭ぬぐうこともなく、不思議そうにじっと亮介を見上げている。

　……ごめんな。ちっとも、わかってなくて。

　たまらなくて、亮介は美人を抱きしめた。

　唐突な抱擁に美人は一瞬、息を止める。──包まれた、亮介の体温があったかい。

「迷子が勝手に歩くなよ。余計に迷うぞ」

　耳元の声も、温かい。

　美人は亮介の肩に額を当てて、目を閉じてみた。──あったかくて、すごく気持ちがいい。あったかくて、すごくホッとする。

　亮介を拒むことなく腕の中にいてくれる美人へ、それどころか、そっと体重を委ゆだねてくれた美人へ、

「さっきの、本気？」

　亮介は訊く。

「さっきのって？」

「俺と彼女の仲を応援するって」

「──うん」

　そうなのだろう、美人は、ウソはつかないから。

「なら、月下は、俺と彼女がうまくいくよう、応援したいんだ？」

　やっと、わかってきた。

「それは……」

　だから、似て非なる質問を美人へ送る。

「応援したいのか？」

　しばらく躊躇ためらった後、

「したいわけじゃ、ない」

　ちいさく、美人が応えた。

　正直な美人。心の中を、正直に口にする。あまりに正直で、あまりに他意がないから、だから、俺はずっと、間違えていたんだ。

「なあ月下、……俺、いもしない彼女との仲を応援されても、ちっとも嬉しくないからな」

　囁ささやくように告げると、

「え？」

　腕の中で、美人が顔を上げた。「でも、オレ、今日病院で、各務が彼女といるところ、見たよ」

「は？」

　ポカンとした亮介は、──やがて複雑そうな表情となり、「なんで月下が病院に？」

　と訊いた。

　画策などとはまったく縁のない美人は、あっけらかんと本日の顚末を亮介に話した。

　亮介は更に苦笑して、

「佐々木とふたりして、俺を尾行してたのか？」

「佐々木も心配していたが、オレも心配だったんだ、各務のこと」

　だが、よもや、病院まで尾行する羽目になるとは思わなかったけれども。

「……心配？」

　なのに、さっき光和館の物陰で俺がなにをしてたのか、どうして俺が柔道を辞めたのか、ひとつも訊かないんだな、月下。

　思いかけて、ハタとした。

　今まで何人もの人に、どうして柔道を辞めたのかと、会えば必ず、責められるように何度も何度も尋ねられ、亮介はその度に追い詰められていたのだ。気持ちの深いところはうまく言葉にできなくて、けれど、こうするのが正しいのだと亮介は確信していたのに、

『だからね、あの、もう僕の見舞い、来なくていいから、ね？』

　なのに最愛の弟にも、亮介の気持ちは届かなかった。

　柔道を本当に辞めるわけじゃない。ただ、渉の足が治るまで、絶対に柔道はしない。──亮介のその決断を誰ひとり認めてくれやしないのに、亮介は柔道のことでまわりから責められてばかりなのに、敢あえてか天然か、美人はその話題には、一切触れてこないのだ。

　触れられないことに、寂しさを感じている自分が不思議だった。

　ここはホッとすべきなのに。

　根掘り葉掘り訊かれてイヤな思いをせずにいられると、喜ぶべきところなのに。

　なのに、美人には訊かれたがっている自分がいる。

　気持ちが、どうしようもなく美人へと流れてゆく。この流れを、美人に受け止めて欲しいと、望んでいる。

　そうか。やっばり、ホンキで惚れてるんだ、俺、コイツに。

「……月下」

　月の光のような、月下美人。

「なんだ？」

　亮介を見上げる、透き通るような綺麗な眼差し。

「好きだから」

「え？」

　訊き返す口唇に、キスをした。　>>>♥

　それはそれは驚いて、目をまんまるく見開いた美人に、

「好きだから、月下」

　もう一度、キスをする。

「各務……？」

　どうしてか、やけに心細い気分になって、切なくなって、目頭の熱さを誤魔化すように、亮介はきつく美人を抱きしめると、それきりじっと、動かなかった。







「わかった。柔道のことで、また揉めたんだ？」

「……うん」

　渉の気持ちを先回りして言葉にしてくれる健一に、渉はとても安心する。──胸のつかえが、それだけで解けてゆくようだった。

「兄貴、また今日も見舞いに来たんだろ？」

「うん。……健一くんがすすめてくれたとおり、僕が復帰するまでとかじゃなくて、今すぐに柔道を始めてくれないかなって、このままだと僕の方が辛いんだけどって、光和館の先生のこととか、改めて、ちゃんと僕の気持ちも説明して頼んだんだけど、ダメだった……」

「ひゃー、渉の辛い立場がわかってもダメなのかあ。ったく、渉の兄貴、靴下の汚れなみに頑固だなあ」

　いかにも健一らしい比喩に、渉がちいさく笑った。

　健一の父、美人の母、それぞれ離婚していた親たちが再婚したのは、健一が幼稚園の年長さんで美人が小学校二年生の時だった。

　類友が結んだ縁なのか、仕事が好きで、あまりに好きで、家庭を放ったらかしていたのが原因でそれぞれ離婚を余儀なくされたふたりが再婚するにあたり、決め手は、お互いの子供たちであった。健一は幼稚園生でありながら、フライパンでいろんな料理ができるのだ。鍋なべだって作れてしまう。テレビのちびっこ料理王大会があったら優勝できそうなほどの腕前で。一方、美人はこれといって取り柄はないが、いつもほわほわ（ぼーっとしているとも言う）していて家の空気からもののみごとに緊張感を奪うのであった。おかげで、夫婦ゲンカも兄弟ゲンカも親子ゲンカも、一切なし。しっかり者と、癒し系のふたりの子供は『はじめまして』の時から立ち位置がピタリとはまったらしく、おかげで両親は思う存分仕事に熱中できたし、健一は美人の世話を焼くことがとにかく楽しかったし、美人はいつもほわほわと、家族を癒していたのである。

　ただ一度、美人と健一の立場が入れ替わった場面があった。

　小学校低学年の時、健一は夜中に持病の小児ゼンソクの発作を起こしてしまい、これくらいならなんとか我慢できると深夜まで残業をしている仕事先の両親にも知らせずにいたら、どんどん発作が激しくなり、さすがに気づいた美人がベッドから起き出してきて、大丈夫だよ、と健一を励ましながら、ずっと背中をさすってくれたのだ。その数時間後に母親が帰ってきて、驚いた母親は（もちろん、どうして知らせなかったのかと散々後で叱られたのだが）急いで夜間救急センターへクルマを走らせ、治療の後、ウソのように発作は治まったのだが、母親が帰宅するまでの数時間、手が疲れたとか、かったるいとか、そういう文句のひとつもなく、むしろ懸命に健一を励ましながら、ずーっと背中をさすり続けてくれた美人に、健一は参ってしまったのだ。

　よっちゃん大好き！　よっちゃんは一生ぼくが守る！　でもって、よっちゃんにはもう二度と、病気のことで心配かけない！

　なので現在美人は、健一の小児ゼンソクはもう治ったものだと思っている。そして健一は、そう思い続けていてほしいのだ。

　兄に、必要以上の心配をかけたくない。だから、頑張る。

　似た者同士だからなのか、まだ出会って二カ月と経たないのに、渉は誰にも言えないことを健一になら話せたし、健一も、渉にはなんでも話せるのである。

「お兄ちゃん、どうすれば柔道に戻ってくれるのかなあ。インターハイの地区予選、もう始まっちゃうのに……」

　不安げな、渉のセリフ。『インターハイ』の一言に、あろうことか、健一の脳裏に、にっくき亮介と美人とが、ツーショットで現れた。──なんて不吉なタイミング。

　視線で玄関の気配を探るが、まだ帰って来そうにない、美人。

「……渉の兄貴ってさ、その、まだ、よっちゃんのこと、好きなわけ？」

　渉がダメでも、また柔道を始めてくれと、もし美人が頼んだら、どうなるんだろう──？

「え？　好きってなに？」

　キョトンと渉が訊き返す。途端、健一はシマッタと大慌て。

「ややや、なんでもない！　じゃなくて！　わ、渉、まだ兄貴からよっちゃんの噂話、よく聞くの？」

　知り合って、互いに自己紹介した時に、それぞれの名前が月下と各務で、進学予定の高校が同じで、それぞれに兄がいて、兄たちも同じ高校で、と判明した途端、渉が嬉しそうに健一に訊いたのだ。

『月下くんのお兄さんって、剣道部の月下美人さん？』

　お兄ちゃんがしょっちゅうその人の話を家でするから、名前だけは知ってると。『剣道、すっごく強いんだって？』

　たまらなく、イヤだった。

　学校内の噂では専ら各務亮介の片思いってことになっているのだが（おまけにこの前のバレンタインにふられたことにもなっているのだが）、それまで学校の話も他人の話も家ではまったくしなかった兄が、高校に進学して早々に、柔道部に凄すごいヤツがいて、その各務がどうのと口にし始め、それはずっと続いたのだ。

　それだけで、もう既に充分、健一は面白くなかったのである。

　不穏な気分のままいざ高校に入学してみれば、しょっぱなから、そのにっくき各務亮介の弟と間違われ、冗談でも御免なのに口々に『似てる』とまで言われ、健一的には大打撃で。

　兄が話題にするほどには、校内でふたりが親しげにしている様子をついぞ見たことがないのだが、いや、そういうタンパクなつきあいも世の中にはアリなのかもしれないが、でもふたりの場合はそうではなくて、どう見ても『つきあってる』とは考えられないのに、普段から（見た目はあんなにシャープなのに）ふわふわと頼りない兄だがしかし、最近の美人のボケっぷりは、美人が各務の恋心を玉砕させたどころか、美人こそが片恋の恋煩いをしているようで、たまらなくイヤだった。美人が、健一から離れて亮介の所へ行ってしまいそうで、気が気でないのだ。

　やっぱりやめた！　亮介を説得してくれるよう兄に頼んでみようか？　などという提ホトケ案ゴコロは、いくら渉に喜ばれようとも、口が裂けても絶対に言わない！

「美人さんの話？　最近はそんなに聞かないけど……。あのさ健一くん、でも別に、お兄ちゃん、健一くんが毛嫌いするほど悪い人じゃないよ？　頑固だけど、すごくあったかいし、頼りになるし」

「──わかってるよ」

　高校に入学して、そんなつもりはまるっきりなかったが、各務亮介がそんなに悪いヤツじゃないってことは、悔しいことに、わかってきてしまっていたのだ。

「……僕も、お兄ちゃんのこと大好きだし」

「わかってるって」

　だからこそ！

　美人を渡したくない。特に、各務亮介には！










　ドキドキしている。

　すごくドキドキしていて、すごくしあわせな気分だった。

　でも、

「こんなことしてたら、各務の彼女に申し訳ないよな……」

　ボソリと美人が言うと、

「──あ」

　夢から覚めたように、亮介は美人を抱く腕から力を抜いた。

　人通りのない、静かな住宅街の一角。彼らの抱擁を見み咎とがめる人はいなかったが、だからといって、ずっとこうしていていいというものでもない。

「悪い。えと、帰り道、教えるよ」

　俯き加減に美人から離れた亮介へ、

「ふたまたはよくないぞ、各務」

　美人が言う。「オレも傷つくし、きっと彼女も傷つくぞ」

「え？」

　なんで？　と、ぼんやり続けようとした亮介は、「あ、ごめん。や、だから、病院にいたのは俺の彼女じゃなくて、俺の弟なんだよ」

　と、説明した。

　途端に美人は眉を寄せ、

「ウソをつくな。全然似てないじゃないか。しかも、女の子だったぞ」

　と、言い切る。

　珍しくムキになって反論する美人に、なんだかやけに嬉しくなって、

「しーっ」

　わざとらしく声を低くした亮介は、「月下、それを当人の前で絶対に言うなよ。渉は、中学の学ランを着ていてさえ、たまに女の子と間違われていたことを、それはそれは気にしてるんだからさ」

「え……。あ、わ、わたる、くん、と言うのか？」

　亮介の忠告に、みるみる美人は恐縮する。

「ウソだと思うなら、本人に直接会って、確かめてみる？」

「いや、なにもそこまでは……」

　素直な美人。彼には裏も表も、駆け引きもない。「その……、弟を傷つけるような誤解をして、済まなかったな」

「いいさ、悪気があったわけじゃないんだから」

「──それにしても、似てない兄弟だな」

「月下んトコだってそうじゃないか」

「そんなことはないぞ。オレは母親そっくりで、健一は父親にそっくりなんだからな」

「親とじゃなくて、兄弟同士がさ──」

　言いかけて、亮介は不意にクスリと笑った。「いいか、そんなことはどうだって」

　亮介は改めて美人を見つめると、

「渉の、弟の足のケガ、俺のせいなんだ」

　心に苦しく重なるいろんなことを、全て、美人へ、一気に話した。

　亮介と渉が、人も羨うらやむ仲の良い兄弟であることは一目瞭然で、

「なのに、弟に、もう見舞いに来なくていいって、言われちまった」

　亮介は、ちいさく笑う。

　亮介の切なさが、その笑みから伝わってくる。

　どう励ませば良いのか、よくわからなくて、

「そ、それは、きっと、毎日の見舞いは大変だから、週一くらいでいいと、そういう意味ではないのか？」

　精一杯のフォローで言ったつもりだったのだが、まるきり見当外れどころか、かなり場に不似合いなセリフと、自覚はあった。

　失敗である。

　なのに、亮介はふわりと笑うと、

「ありがとう、月下」

　と、言ったのだ。

　そしたら急に、肩の力が抜けてきて、

「各務はこれきり、柔道を辞めてしまうわけではないんだろう？」

　普通に話せるようになった。

　辞めるのではなく、休んでいる。弟が再び柔道を始められるようになるその日まで。それがいつなのかは、わからないけれども。

「オレは、柔道をしている各務は、すごくカッコ良くて、好きなんだ。おんなじように運動してても、オレとじゃ全然筋肉の付き方も違うし、各務の逞たくましい肩とか腕とか、見てると触りたくなるって言うか、いや、そうじゃなくて」

　違う。なにかが違う。「じゃなくて、インハイの地区予選には間に合わなくても、他にもたくさん大会はあるし、これから先、ずーっと柔道をやるんだったら、今ここで少しくらい休んでもいいんじゃないのかなって、思う、んだ」

　いくら正直な感想でも、佐々木に聞かれたら、月下の裏切り者！　協力どころか邪魔するとは！　と、泣きが入りそうである。

「月下……」

「だって、弟に泣かれても、それでも戻る気はないんだろう、各務？」

「……ああ」

「そこまで決心している各務の気持ち、きっといつか、弟もわかってくれると思うし」

「わかってくれるかな」

「わかってくれるさ。兄弟じゃないか」

「そうか」

「うん」

「…………」

「──なに？」

「筋トレだけはちゃんと続けてないと、月下にふられるかもって、思っただけ」

「なっ、なんだ、それは？」

「や、ひとりごとだから」

　夜道を足早に歩き始めた亮介へ、

「おい！　各務、なんだよそれは！」

　美人は慌てて、後を追った。










　別れがたかったから。

「実は、餓死寸前だったんだ」

　バス停まで案内しようとした亮介へ、通りすがりのコンビニが目に入った途端、美人が空腹を訴えた。

　コンビニで買ったおにぎり三つと（飽くまで、家に着いて健一が用意しているであろう夕飯を食べるまでのつなぎとしての、おにぎり三つ）、日本茶のペットボトル一本。

　亮介の小銭入れには幸いなことに千円ちょっと入っていて、それらが入った袋を手に提げた美人へ、

「月下ん家なら、市内循環の南回りに乗れば、ここから五つ目で、バス停降りたらすぐのはずだから」

　地理に疎い美人と、地理に詳しい亮介と。

　市内巡回のバスが停まるバス停の前、路線内のバス停は全部で十八もあるが、美人が間違えることのないよう路線図をていねいに指で辿たどって、

「今いるここが、これ。こう通って、降りるのが、ここ」

　亮介は説明する。

　ウソのような話だが、美人は、今までバスに乗ったことがなく、乗り方がまったくわからないのであった。

「市内循環だから、百五十円を先に昇降口で払って、そしたらどこまで乗っても追加料金はかからないから、月下んトコのバス停も同じ料金だから、で、降りる時は窓の柱にあるボタンを押せばいいんだ。そしたらバスが停まってくれるから」

「停まったら、黙って降りてもいいのか？」

　早速、梅のおにぎりをかじりつつ、美人が訊く。

「大丈夫、黙って降りていいよ」

「──そうか……」

　おにぎりをくわえた格好のまま、教えられた『帰る方法』を、シンケンな表情でじっとシミュレーションしている美人に、一抹以上の不安を覚えた。

　学校の外で美人とふたりでいるなんて、知り合って以降初めてのことなのに、けれど、もう九時を過ぎていて、せっかく両思いだとわかったのに、なにより、天然な美人のことだから絶対に意図的ではないはずだが、列などないふたりきりのバス停で、なのに亮介へ寄り添うように美人がふらりと立っているから、腕と腕とがなにげに触れる距離に美人がいるから、その温もりを手放したくなくて、亮介は、

「そんなに不安なら、俺、月下んトコのバス停まで、つきあおうか？」

　と、申し出た。

「いいのか？」

　ホッとしたように、（おにぎりをくわえたまま）美人が微笑む。

　笑顔に亮介は、クラリとした。

「いいよ、どうせ巡回バスだから、放っておいても一周して、ここに戻るし」

「そうか」

　嬉しそうな美人の背後から、バスが一台、近づいて来た。










　それなりに混んでるバスの中、ふたりは空いてた二人掛けに、並んで腰を下ろしていた。

「旨うまいな、これ」

　窓際に座り、引き続き、もくもくとおにぎりを食べていた美人が、プチ感動を込めて亮介に言う。

「良かったな、餓死する前に食べられて」

「うん」　>>>♥

　頷く美人は、あ、と顔を上げ、「明日、お金返すから。コンビニ代とバス代」

「いいよ、これくらい」

「よくないぞ、金の貸し借りはきちんとしないと。金の切れ目が縁の切れ目なんだぞ」

「へえ、そうなんだ」

　わざとらしく目を見開いて見せると、さすがに意図に気づいてか、美人ははにかむように、

「そうでないことも、あるかもしれないけどな……」

　ボソボソ言って、二つ目のおにぎりを開けにかかる。

「月下、それは家に帰ってからの方がいい。次が降りるバス停だから」

「え？」

　もう？　と、美人の口が動いた。

「バス停五つは、近いよな。歩くとかなりあるのに、ろくに話もできないもんな」

　亮介たちが押すまでもなく、誰かが降車のボタンを押した。

　降りる人達がそわそわと支度をする中で、美人は手の内のおにぎりを、困ったように眺めている。

「──月下？」

　そのおにぎり、袋にしまった方がよくないか？

　言おうとした亮介へ、

「どこまで乗っても、同じ金額なんだよな？」

　美人が訊いた。

「ああ」

「なら、もう一周回ってここに戻っても、同じ金額なんだよな？」

「それは、そうだけど……」

　でも、遅くなるよ。

　衝いて出そうになったセリフを飲み込んだ。──遅くなると、弟が、心配するよ。

　そのセリフも、飲み込んだ。

　こんなこと、亮介が言わなくたって、美人にはわかっている。

　体の脇で、隠れるように、亮介は美人の手を握った。

　数人の乗客を降ろして、バスは美人が降りるはずのバス停を発車する。

　一瞬、不安げに、窓からバス停を振り返った美人に、

「次で降りる？」

　すかさず、亮介は問いかけた。「ひとつ先からなら、歩いて戻ってもたいした距離じゃないからさ」

　もちろん、俺もつきあうし。

　亮介がそっと続けると、

「……降りない」

　呟いて、美人は亮介の手を握り返した。










　健一への電話の後、こっそり戻った消灯過ぎの病室。

　カーテンで仕切られている個々のベッドの中、けれどどうしても眠る気になれなくて、渉はベッドに起き上がって膝を抱えたまま、傍らのケーキの箱を眺めて、ちいさく溜め息を吐く。

『渉、俺はおまえが柔道をできるようになるまでは、柔道はやらん！』

　きっぱりと言い切った兄。

　渉を拒絶するような声音や表情を思い出して、また涙が出そうになった。

「お兄ちゃんはどうして、僕の気持ちをわかってくれないんだろう……」

　亮介が柔道をやらない理由も責任も、すっかり渉のせいにされて、亮介が柔道に戻るようちゃんと説得するのが渉の義務だと言わんばかりの目で見られて（光和館の村井先生は、もちろんそんなことは言わないし、亮介のことは亮介自身の問題だから渉は気に病まないようにと、反対に励ましてくれたのだが）、でも、辛くてたまらなかった。

　まわりに責められるのも辛いけど、なにより辛いのは、兄が渉の気持ちを受け入れてくれないことだ。

　とても優しい兄なのだ。渉を心配して毎日欠かさず見舞いに来るほどの、わざわざ遠回りしてまで、渉の好物を買ってきてくれるほどの、優しい優しい兄なのだ。

「なのに……」

　他のどんな願いも聞いてくれるのに、柔道に戻って欲しいという願いだけは、どうしても聞き入れてくれないのだ。

　わからず屋。二言目には、健一がそう兄のことを評するけれど、そんな風に思ったことは今まで一度もなかったけれど、今回だけはさすがに渉も、そう思わずにいられなかった。

「……なんでだろう」

　病気がちだったわけではないが、ちいさい頃から体が小柄で、引っ込み思案で、近所の子供ともうまく遊べなかった渉の、唯一にして絶大な味方が、亮介だった。

　意外と行動範囲の広い、子供の遊び。お稲荷いなりさんでかくれんぼをしていたかと思うと、坂の下の駄菓子屋へ移動し、雑木林で鬼ごっこと、どんどん場所が変わってゆく。皆についていけなくて、けれどどうしても亮介たちから離れたくなくて、置いて行かれたくなくて、渉はしょっちゅう、泣きながら亮介を一所懸命追いかけたものだ。

　そんな時、亮介はいつも、他のちっちゃい子のお兄ちゃんたちのように足手まといの弟や妹をさっさと置いてきぼりになんかしないで、辛抱強く、早くおいで、一緒に遊ぼう。と、立ち止まり、笑顔のまま、渉が追いつくのを待ってくれていたのである。

「──あ」

　渉は、ハッとした。「おんなじだ……」

　──早くおいで、ここまでおいで。渉、一緒に遊ぼう。

『渉、一緒に柔道をやろうか？』

　中学に入る寸前に、兄が渉を誘ってくれた。亮介が光和館に行ってしまう時だけは、どうしても渉は取り残されてしまうから。

　けれど渉にはとても柔道をやれる自信はなくて、

『大丈夫だよ、お兄ちゃんがついてるじゃんか』

　あの時、あんまり不安で仕方がなくて、

『ちゃんと側にいてくれる？　僕のこと、ひとりにしない？』

　心細くて尋ねた時に、

『当たり前だろ』

　兄は笑って応えたのだ。

　──そうだった。

　ひとりにしないでと渉がねだって、兄は約束してくれたのだ。

　そうだった。

　ちいさい時からずーっと、今も、渉が自分に追いつくのを、亮介は立ち止まり、いつまでも待っててくれていたのだ。

「お兄ちゃん……」

　さっきまでとは違う種類の涙が、ポロリと零れた。

『渉、俺はおまえが柔道をできるようになるまでは、柔道はやらん！』

　あれはつまり、おまえの足が治ったら、また一緒に柔道を始めようって、そういう意味だったんだ。

「バカだ、僕」

　自分の気持ちや都合を亮介にわかってもらいたがってばかりいて、亮介の気持ちがわからないと文句ばかり言っていて、なのに、自分は亮介の気持ちを、ちっとも理解しようとしていなかった。それどころか、もう見舞いに来なくていいなんて言って、兄を傷つけてしまった。

　黙って、守ってくれていた。

「早く柔道に戻って、って頼む前に、僕、お兄ちゃんにありがとうって、言わなきゃいけなかったんだ」

　約束、守ってくれてありがとうって。でも、僕だっていつまでもちっちゃい子供じゃないんだから、お兄ちゃんがどんどん先に行っちゃったとしても、ひとりでだって頑張れて、ちゃんと追いかけて行けるから、だから、もう僕を待ったりしなくていいんだって、そう、伝えるべきだったんだ。

　渉は拳こぶしで涙を拭うと、しまったばかりのテレフォンカードを取り出して、もう一度、こっそり病室を抜け出した。










　三つ目のおにぎりの途中で、ぴたりと美人が食べるのを止めた。

「どうした？」

　幸いなことにこの席は運転席からは死角だし、数少ない他の乗客は、本を読んでいるか居眠りしているかで、チャンスとばかり、亮介は美人の向こうへ腕を回す。「もう食べないの？」

　覗き込むと、真面目な表情かおをして美人は、

「各務、こういうの、もしかして、デートって言う？」

　訊き返した。

「あ。うん、そう、かも」

　かも、ではなく、明らかにそうなのだが、面と向かって訊かれると、なんだかとても、照れくさい。「月下、あのさ……」

「なんだ？」

「せっかくの機会だから、ちゃんと訂正しておきたいんだけど」

「うん？」

「俺、月下と『ともだち』になりたくて告白したわけじゃないから」

　人目も気になるが、人聞きも気になる亮介は、美人の耳元へ、こっそりと、告げた。

『つまり、ともだちということでいいんだよな』

　好き、も、大事、も、嬉しいけど、

「俺は男だけど、男の月下のこと好きだから」

「各務？」

「月下も俺も、お互いのこと、特別だと思ってる。それを『ともだち』とは言わないと思うんだ」

「なら各務、男同士でともだちじゃないなら、じゃあオレたちのことはなんて呼ぶんだ？　親友か？」

「や、こいびと、かな？」

「そうか」

「うん」

「そうか、オレと各務は恋人か」

「うん」

　ああ、いい雰囲気。

「……各務」

「ん？」

　囁くように呼ばれ、うっとりと訊き返した亮介へ、

「トイレに行きたい」

　美人が言った。

「──はい？」

「なんか、餓死寸前で急に食べたせいか、腹が痛くなってきた……」

　おいおいおいおい！

　亮介は慌てて、降車のボタンを押しまくった。

　急いで飛び降りたバス停は、ふたりがさっき乗り込んだバス停だった。そこで、さっき買い物をしたコンビニでトイレを借り、美人はすっきり。ついでに食べ終わったおにぎりの包みや飲み終わった日本茶のペットボトルも捨て、そうしてスタート地点に戻ったふたりは、再びバス停でバスを待っていたのだが、

「やば」

　念の為にと時刻表を眺めていた亮介が、「月下、どうやらさっき降りたバスが、最終だったらしい」

　二十二時以降、バスの時刻表は真っ白だ。

「え？　もうバスがないってことか？」

　亮介の肩越しに時刻表を覗き込んだ美人へ、

「南回りがこれだから、きっと北回りも終わってるんだろうなあ」

　予想はつくが、亮介は素早く道路を渡り、向こうのバス停の時刻も確認する。

　やはり、終わっていた。

「こうなったら、父親に頼んでクルマで送ってもらうとするか。もしくは、俺がチャリで送るけど」

「でも、ここから各務の家までは、どうやって行くんだ？」

「歩きだよ。俺ん家ち、ここから五分くらいのとこにあるから」

「五分か。それは近いな」

　住所からして近所かもしれないとは思っていたが、そんなに近かったのか。

　こっそり納得している美人の傍らで、美人にバレないよう亮介はちいさく深呼吸してから、

「だから、あの、家までつきあってくれたら、送れるけど」

　と、極力、『下心なんかありませんさりげない口調』で、申し出た。

「こんな遅くに、行ってもいいのか？」

　こんな時間に友人宅を訪れるなんて、美人は今まで、したことがない。

「平気だよ。まだ十時だし」

　美人と健一兄弟にとっては、もう十時、の世界である。（これに関しては月下兄弟のみならず、一般的に、おそらくそうだ）

「ただ、うちの母親のことだから、もう遅いから泊まっていきなさいよとか、言い出すかもしれないけどさ」

　努めて軽く言ったつもりだったのに、亮介のセリフに美人の足がギクリと止まった。

　無言のまま、亮介を見上げる美人へ、

「ははっ、冗談。うちの母親、心配性だからさ、遅い時間に帰すより、家に泊めた方が安全だって、そう考えるタイプだからさ。大丈夫、ちゃんと送り届け──」

「……泊まっても、いいのか？」

　おずおずと、けれど亮介のセリフを遮るように、美人が訊いた。

「え……？」

「オレ、まだ各務と一緒にいたいんだ」

「月下……」

　美人のことだから、泊まるという一言に、深い意味なんか、きっとないに違いない。

　けれど、

「いい、各務？」

　けれど、

「いいよ」

　亮介はこくりと頷いた。

　住宅街の角に、ポツンと立つ公衆電話のボックスを見つけ、

「オレ、弟に電話してくる。今夜は各務の家に泊まるって」

「おい月下、家に電話するなら俺ん家で……」

　亮介のすすめを聞く間もなく、美人は電話ボックスへと走ってゆく。

　美人の弟思いは実感しているが、亮介の弟と間違われた初対面から、なんだかやけに厳しい目付きでいつも亮介を見ている月下健一、その健一に自分はどうやら好かれていないという認識もあるにはあるが、いかに健一が美人にくびったけなのか、いかに自分が疎まれてるか、亮介はまだこの時点では、正しく把握していなかった。

　なので吞のん気きに美人に付き添う。

　幸いにして、そこは十円玉も使える公衆電話だった。

　美人は制服のズボンのポケットから中身を全部（四十円とペットボトルのキャップを）取り出すと、キャップはズボンの中へと戻し、公衆電話の受話器をガチャリと外した。

「なあ月下、それ、捨てて来ようか？」

「え？」

「ペットボトルのふた」

「え？　あ」

「ポケットにしまったけど、大事なもの？　集めてるの？」

「いや？」

　なんとなく、目についたものをポケットに入れてしまうくせがあって、「別に、集めてはいない」

「なら、さっきのコンビニで捨てて来ようか？」

「うん。ありがとう」

　手渡すと、

「すぐ戻るから」

　言って、亮介はコンビニへと走ってゆく。

　公衆電話をかける時は、十円玉は二枚以上入れること。でないと話し始めにブザーが鳴ってウルサイから。──健一の言い付けを守って硬貨口に十円玉を二枚滑らせ、さすがに自宅の電話番号は覚えているので迷うことなくプッシュして、やがて繫がったラインの、一回目のコールが半分も鳴らないうちに、

「もしもし!?」

　耳に健一の声が飛び込んで来た。

「あ、もしもし？」

「よっちゃん!?　ちょっ、今どこにいるんだよ！　今までなにしてたんだよ！　もう十時だよ？　携帯は家に忘れてくし、いつまで経っても連絡なしで帰って来ないから、俺、ずーっと心配してたんだぞ！」

　美人からの電話とわかった途端、案の定の健一の心配攻撃に、

「ケータイは、健一がポケットに入れておいてくれなかったから──」

「なっ、なに言ってんだよ！　携帯の管理くらい自分でできるって、前によっちゃん、いや、そんなことはいいからさ！　ねえ、今どこ！」

「実は、道に迷っちゃって……」

「わかった！　今から迎えに行くから、そのへん、なんてトコ？　近くに目印になるような建物ある？」

「あ、じゃなくて、迷ってたんだけど、もういいんだ。帰り方、わかったから」

「いいって、とにかくそこにいてよ、俺が、迎えに行くから！」

「いいんだ、健一。オレ、今日はともだちの家に泊まるから、迎えもいらないし、心配しなくていいからさ」

「なっ……！」

　健一が絶句した。「なに、なに言ってんだよ！　ともだちって、誰だよ！」

「えっ……と、かが──」

「各務亮介!?」

「あ、うん。よくわかったな、健一」

「よくわかったな、じゃないよ！　なんでだよ！　なんでよっちゃんが、あんなヤツの家に泊まるんだよ！　ダメだって！　どんなに遅くなってもいいから、っつーか、タクシーで帰って来いよ！　お金が足りないなら、着いてから払うって言えば大丈夫だから、待ってるから、よっちゃん！」

「……ごめんな、健一」

　どうしてここで謝らなければならないのか、美人にも理由はよくわからなかったけれど、なんとなく、そうしないといけないような気がして、「ごめんな」

　もう一度繰り返して、電話を切った。

　人の気配に振り返ると、亮介が複雑そうな表情で、こちらを見ていた。










　健一は受話器を手に、愕がく然ぜんとしていた。──不吉な予感が、的中してしまった。

　衝動的に各務の家へ、月下の家の者ですが、今からタクシーで迎えに行くので、そのうち着くであろう兄にそう伝えてくれ、という電話をしようとして、……したけれど、健一はそのまま受話器を戻した。

　そんなことしても、きっともう手遅れだ。それが今夜じゃないだけで、きっと、すぐに、ふたりはそうなる。

　あんなヤツに渡したくないのに。

　大嫌いだ、各務亮介なんて。

「……渉にも、よっちゃんにも、特別に好かれてるなんて、ずるいじゃんか」

　そんなの絶対に、不公平だ。










　やっぱり送るよ。

　いつ言い出されるのかドキドキしながら、だが、夜遅くの突然の来訪にもかかわらず、亮介の両親に、これがかねてより噂の月下美人くんか、と、にこにこ笑顔で歓待されて、かねてよりの噂ってナニ？　の新たな疑問がドキドキに上乗せされたまま、美人は各務家のおいしい夕飯をごちそうになり、風呂を借り、亮介のブカブカなパジャマも借り、亮介の部屋のベッドに腰掛け、ちょっと話があると父親に呼ばれた亮介が部屋に戻るまでの間、暇つぶしにどうぞと亮介の母から渡された、アルバムを眺めていた。

　健一への電話を切ったあの時、亮介は、ものすごく、申し訳なさそうな顔をしていた。

　てっきり、

「健一くんに悪いな。やっぱり、送るよ」

　と、言い出されるものと、心配していた。

　だって、本当に、今夜はもう少し、亮介と一緒にいたかったのだ。

　帰りたくなかったから、ずっと、ドキドキしていた。

　アルバムを手渡され、そしたらやっと、ホッとした。

　膝に開いた亮介のアルバム。病院で見たあの可愛い子が、どの写真を見ても、亮介の隣りで元気に笑っている。

　その中に一枚、弟が、笑うのではなく、凜り々りしく口を真一文字に結んでいる写真があった。光和館と書かれた看板の前で、まだ小学生のあどけなさの残る弟と、小柄な弟とのコントラストで、ひときわ大きく逞しく見える亮介とが、並んで写っている。

　各務がさっき、こっそり中の様子を窺うかがっていた、あの道場って、

「光和館って、各務と渉くんが通ってた柔道場なんだ」

　そうか。それで、あの時、あそこにいたのか。「──弟のケガが一日も早く治って、またふたりで柔道を始められるといいな、各務」

　亮介の部屋の亮介のベッドに美人が、渉の部屋の渉のベッドに亮介が寝るようにと、亮介の母親からは言われていたのだが、もしそのとおりに寝ることになったら、なんだかとっても寂しいな、と、密かに思った。

　だからといって、自分から、一緒に寝ようとはさすがに言い出せはしないのだが、それはさておき。

「いいなあ、こんなにたくさん各務の写真があって」

　亮介のアルバムだから当然なのに、美人は羨ましくて仕方がない。「各務の写真、一枚も持ってないもんな、オレ」

　こんなにたくさんあるんだから、一枚くらいもらっちゃってもいいよな。と、一枚の写真に指を掛けた時、階下から階段を勢いよく駆け上がって来る足音がして、ノックもなしにドアが開いた。

　同じくパジャマ姿の亮介が、美人の膝に開かれているアルバムを見て、

「あーやっぱり見せてたか」

　恥ずかしそうに大おお股またで近寄ると、「もういい？」

　アルバムを取り上げて、勉強机の上へ移動させた。

「あ……」

「なに」

「まだ見てたのに」

　まだもらっちゃってないのに（？）。

「たいしたことないから、俺の写真なんて」

　恥ずかしそうに言う亮介へ、

「そんなことないよ。かわいかったな、ちっちゃい頃の各務」

　美人が微笑むと、

「かわいかねーよ。ちっちゃい頃から大柄だったし」

　更に恥ずかしげな亮介は、「もう十二時だし、寝ないとまずいよな。母さんから聞いてると思うけど、俺、弟のベッド使うから。月下は、そこで寝て」

　極力、美人と視線を合わせないようにして言うと、ドアへ戻る。

　ああ、いかんいかん。──美人だって決して小柄なわけではなくて、けっこうしっかりした体型をしているのだが、とはいえ亮介のパジャマはさすがにダボダボで、それがやたらとツボにきて、亮介の下半身が忙せわしない。

　背中を向けた亮介。そのまま弟の部屋へ行ってしまうのだろうか。

「各務！」

　思った途端、亮介の背中へと、咄とつ嗟さに美人はしがみついていた。

　美人に背後からぎゅっとしがみつかれ、あまりの不意打ちに、亮介は心臓が口から飛び出しそうになる。

「……つ、きした？」

「オ、オレたち、さっきキス、したし、で、デートもしたし、こ、恋人だって、各務、言ったよな？」

「な、なに、いきなり？」

「言ったよな、各務？」

「や、だけど……」

　亮介は、我ながら、青春真っ盛りな年齢の割にはかなり理性的な男だと自負していたが、いるが、ひとつ屋根の下ならともかく、ひとつベッドの中、でなんて、なんにもしませんなんて約束は、絶対に守れそうになかった。

「一緒にいたいんだ、各務」

　……あやややや。

　腰から崩れそうになる。

「勘弁してくれ、やばいから」

　我慢する、とか、ゆっくり、とか、順を追って、とか、手加減する、とか、そういう慎つつましい類たぐいの日本語が、どんどん遠くなってゆくんだよ……。

「嫌だ各務、離れたくない」

　微み塵じんも下心がなくて誘ったとは、決して言わない。もっと一緒にいたいと、亮介こそ、そう思っていた。だがそれは、飽くまで理性的に、初心うぶな美人に合わせて、ほどほどのキスとか、まあ、その程度で、ビギナーらしく、今夜はおとなしくしていようと思っていたのだ。──というか、むしろ、それだけでも充分で。

　それが、こんなにたまらない衝動との葛藤をせねばならないとは。

　ここで負けたら、とんでもないことになりそうだった。

　なのに。

「いいなあ、各務の背中って、広いなあ……」

　だって、絶対、わかってない。

　誘ってるわけではなくて、これは単なる感想なのだ。

　わかっているのに、その掠かすれたような囁きと、背中にぴたりと重なる美人の体温を感じて、

「う。各務……？」

　美人へと振り返り、力ずくで抱きしめて、さっきのキスとはまるきり違うキスをする。

　後ろ手に手探りで、ドア近くの電気のスイッチを切り、執しつ拗ように口の中へ入ってくる亮介の舌に、どう対応していいのかわからずにいる美人をひょいと横抱きにしてベッドへ運び、

「ごめん、月下」

　先にちいさく謝って、亮介は美人のパジャマを脱がした。　>>>♥

　何度もキスを重ねるうちに、亮介の息遣いがどんどんと荒くなってゆき、つられるように、美人の鼓動も忙しなくなる。熱い呼吸が喉のどをカラカラにさせ、空気でさえ喉を引っかきそうだった。

　背中に回されていたはずの亮介の手が、美人の脚の間をするりと撫なでる。

「かっ、がみっ」

　遠慮のない動きに、反射的に抵抗しようとするけれど、

「好きだ、月下……」

　喘ぐような告白と、パジャマの下に滑り込んできた亮介の手に、声が洩もれた。

「あ……ああ……っ」

　手の内に握られて、きつく、ゆるく、隅々まで撫でまわすようにいじられて、美人は必死に亮介の腕にしがみつく。

「ダメだよ各務、待って、まだ、いやだ」

　いきなり自分だけなんて、「いやだって、か──！」

　抵抗したのに、我慢しきれなかった。

　呼吸があがったままぐったりと、闇に慣れてきた室内、涙目で亮介を睨みつけると、

「すっごい、きれい」

　亮介は嬉しそうに囁いて、美人を手の内に包んだまま、再び口唇を合わせてきた。










「借金が、増えてゆく……」

　登校途中のバスの中、ボソリと美人が呟いた。

　手ぶらで登校は仕方ないが、昨夜の借金にこのバス代がプラスされ、

「教室の鞄の中には財布があるんだ。学校に着いたら払うからな、それまで待ってくれ」

　律義に申し出る美人に、

「いいのに、これくらい」

　亮介は何度目かの苦笑を返した。

　昨日のコンビニ代だって、バス代だって、結果的にはデート費用だったわけで、亮介が払ったところで亮介的にはなんの問題もないのである。むしろ、すごく楽しかった。今も、こんなに楽しいのに、

「よくないから言ってるんだ」

　が、どうやらそれは、美人のプライドが許さないらしい。

　学校に着くと、校門前に、仁王像のように立つ健一がふたりを待ち構えていた。

　後ろめたいふたりは、ふたりして、歩調がのろりと鈍くなる。

　最後まではいたさなかったものの、それはそれは、なけなしの理性で亮介が懸命に踏みとどまったものの、終わってみたらどうにもこうにもで、朝、母親よりも早く起き出し、シーツからなにからあらゆる洗濯物を洗濯機に突っ込んで、ふたりはシャワーを使ってから、なにもなかった風を装い、朝の食卓についたのだった。

　登校途中の学生たちが、不思議そうな表情で、ふたりの横を通り過ぎてゆく。

　ふられたはずの各務亮介と亮介をふった月下美人が、仲良く一緒に登校している。しかも美人が手ぶらである。──なぜ？

　彼らの疑惑に満ちた視線はともかくも、

「おは、おはよう、健一」

　作り笑いで美人が言うと、むすっと口をへの字に曲げたまま、

「ほら！」

　健一はぐいと、トートバッグを差し出した。「今日の授業で使う教科書と、弁当、入れておいたから！」

「健一……、ありがとう」

　ホッと微笑む美人に、

「でもっ、今回だけだからな！　次からは、絶対、外泊なんて認めないからな！」

　言って、寝不足で真っ赤な目をしながらも、健一は亮介をジロリと睨みつけると、「特に、こいつん家はダメ！」

　亮介の鼻先へ挑戦的に指を突き出し、ふんとばかり、怒り肩で校内へと入って行く。

「……やっぱり、いきなり外泊はまずかったか」

「でもまた泊まりたい、各務」

　さらりと言われて、亮介はぐらりとする。──昨夜といい、今といい。なんていうか、コイツ、天然の誘い上手？

　これは、もしかして、かなり厄介な相手に惚れてしまったのかも……。

　亮介が新たな後悔にこっそり身を落としていると、

「や、や、オハヨウ」

　やけに遠慮がちに、佐々木が声を掛けてきた。「め、珍しいな、亮介と月下が一緒に登校してくるなんて」

「あ、佐々木、おはよう」

「亮介！　わかってるからさ、もう無理に部に戻ってくれなんて言わないからさ、事情も知らずに、今までしつこく誘って悪かったよ」

　ごめん！

　と、いきなり顔の前で両手を合わせて拝む佐々木へ、その両手を引きはがしながら、

「謝らなくていいよ、佐々木」

　亮介が言った。「あのさ、俺、ちょっと考えるから」

「……え、考えるって？」

「昨夜、病院の弟から電話があってさ。あ、昨日、病院まで俺を尾けたんだって？」

「うおっ、なんでそれを？　って、つきしたあ！」

　バラしちゃダメじゃん！

「ごめん、佐々木。つい」

　いろいろあって、ホントのことを。

「いいんだ佐々木、そのことは。じゃなくて、俺、家にいなかったんで父親が弟からの伝言、代わりに受けてくれたんだけど」




『ちゃんと待っててくれて、僕との約束、守ってくれて、ありがとう、お兄ちゃん』




「佐々木には長いこと心配をかけて悪かったが、今日にでも弟に会いに行って、これからのこと、どうするか、今度はふたりで話し合ってみようと思うんだ」




『でも、もう大丈夫だから。これからは、僕ひとりの力で、ちゃんとお兄ちゃんに追いつけるよう頑張るから、だから、お兄ちゃん』




「そ、それってつまり、りょ、亮介、柔道部に戻るかもって、ことか？」

「うん」

「ゔっ、りょーすけぇー！」

　嬉し泣きの入った佐々木が、人目も憚はばからず亮介にひしと抱きついてきた。

「あ」

　むっとした美人が、その場で固まる。










　その朝、鷹尾高校に新たに誕生した噂は、柔道部の部長と副部長はデキているらしいとの、やけにさぶいモノであった。






















「え、あのかわいこちゃん、マジ、各務の弟!?」

　五月、ゴールデンウィーク明けに、渉はめでたく初登校した。

「やーん、ちっちゃーい、かわいーい！」

　そしてその日から、放課後、柔道部の道場はやけに人だかりがするようになった。

「でも、これっぽっちも似てないじゃんか」

　美人が所属する剣道部の道場は柔道場のその先で、部活へ行く道すがら、イヤでも通らねばならないからな、とかなんとか、口の中でもごもご理由をつけて美人が柔道場を覗くと、皆の熱き視線の中央に、亮介と渉の各務兄弟がいた。

「ホントの兄弟？　血、繫がってんの？」

　等々と、男女にかかわらず、話題騒然。

　似てない兄弟と言えば、ここにも一組。それぞれが各務兄弟にすっかり気を取られ、すぐ近くに居合わせていることにすらちっとも気づいていない月下兄弟だが、やはりやじ馬に混じって、美人より前方に、渉の様子に真剣に見入っている健一がいた。

「ルックスが可愛いだけじゃなく、渉は性格も、べりべりキュートなんだよ！」

　渉がこんなに注目されるなんて予想していなかった健一は、にわかファンに焦じれるように、「しかも、見かけによらず、すっげ、頑張り屋なんだからな！」

　と、心の中で叫びつつ、半分の優越感と、半分の（いろんな意味で）ハラハラドキドキの心配とで、柔道場にかぶりついていた。

　足のギプスが取れ、病院でのリハビリも終わったものの、まだまだ松葉杖なしには歩行はできず、渉は亮介と組んで、足の裏の感覚を取り戻そうとしているかのように、ゆっくりとした動きで、何度も何度も、すり足の練習をしているところだった。

「練習を兼ねたリハビリということだな」

　ひとり静かに納得していた美人は、次の瞬間、やけに複雑そうな表情となった。

　足元がふらついた渉を、亮介が両腕でがっちりと支えたのである。

　それだけのことなのに、女子たちから嬉しそうな悲鳴が上がった。

「ああしてると、兄弟だけど、カップルみたいよねー」

　女生徒たちにモテモテの亮介。これで渉が単なる女子部員であったなら、どの女生徒もこんなに寛容な感想は述べないであろうが、どんなに『かわいこちゃん』でも渉は弟なのだ、ライバルにはならないのであった。

　普通は、そうと判断する。

　が、ここに、亮介に抱きしめられた渉に心中穏やかでなく、落ち着かぬ風情の美人がいた。

「各務……」

　亮介の腕の中には渉ではなく、むろん、他の誰でもなく、いつだって自分がいたいのだ。

　それになにより、人前なのにあんなに亮介と正々堂々イチャイチャできて、なんてウラヤマシイ……。

「月下？」

　キョトンと訊かれて、美人はハッとした。

　いつの間にか、柔道場の中、亮介と渉の間を割って入るように、立っていたのである。

「ちょっ、なにやってんだよ、よっちゃん！」

　自分のことのように恥ずかしそうに、瞬時に現れた健一が、美人の腕を摑んで外へ引っ張ってゆく。

「れ、練習の邪魔をして済まない」

　謝る美人に、咄嗟になにか言いたそうにした亮介だが、ここはあまりに人目が多くて、今はあまりに周囲からの注目度が高くて、そのまま口を噤んでしまう。

　渉は渉で、そんな兄の様子に、こっそりと感じるものがあるのであった。










「まったくもー」

　健一は剣道部の道場へと、美人をぐいぐい引っ張って歩きながら、「ホントによっちゃんてば、僕がいないとダメだよなあ」

　嬉しそうに言う。

　それには応えず、

「健一がこんな時間まで学校にいるなんて、珍しいな」

　美人は言った。

　大好きな家事をする為に、いつもなら、終礼の合図と共に煙のように消えてしまうのに。

　他意なくソボクな感想を述べただけなのに、健一はいきなり赤面して、

「めっ、珍しいかな、あははっ！　ちょ、ちょっと用があってさ！」

「そんなに渉くんのことが気になるのか？」

「えっ!?」

「それはそうだよな、トモダチだものな」

　なんと、健一と渉は、渉が入院していた時からの友人関係なのだそうだ。「トモダチのことは（飽くまで普通のトモダチだが）心配になって当たり前だな、うん」

　ひとり勝手に納得しつつ、ふと、美人は、以前から気になっていた疑問を呟いてみた。「でも健一、渉くんとは春休みに病院で知り合ったと言ってたけど、健一はどうして病院に行ってたんだ？」

「えっ!?」

　健一は再びギョッとして、「あ、あれ、あれだよ、みっ、見舞いにっ。中学ん時のともだちが入院したから、見舞いに行って、その時に！」

「へえ、そうなんだ」

　ふうんと頷いて、次に美人はホッとしたように微笑んだ。「どこか具合が悪くて病院に行ってたわけじゃないんだな、良かった」

「……よっちゃん」

　優しい美人。余計な心配はこれっぽっちもかけたくないから、ゼンソクが治ってないことはよっちゃんには内緒だ。定期的に通院してることも、もちろん、内緒だ。

「なあ健一、そんなに渉くんのことが気になるなら、健一も柔道部に入部すればいいんじゃないのか？」

　いきなり話題が戻って、健一は（美人がマイペースなのはいつものことだが）多少面食らいつつも、

「なに言ってんだよ、部活なんてやってらんないよ」

「あ。柔道もいいが、剣道も悪くないぞ、うん」

「だーかーらー、部活はやらないって」

　健一はちいさく苦笑して、「そんなことしてたら、家のこと、なんにもできなくなるじゃんか。夕飯の支度とかさ」

「それは、そうだが」

「あー、なんだよ、よっちゃん、僕が作るゴハン、もう食べたくないのかよ」

　怒ったように健一が訊く。

「違うよ、そういう意味じゃないよ」

　そうじゃないんだけれども。

　どう話せばうまく伝わるのか美人が思案している間に、ソッコー否定してくれた美人の返答に満足げに頷いた健一は、

「よし、今夜も腕によりをかけて、おいしーいゴハン作るからな！　よっちゃんはインターハイ全国大会出場目指して、頑張ってくれよな！」

　そんなこんなで、健一にきちんと伝えられぬまま、剣道場まで送られてしまった。










「──あ」

　冷蔵庫を開けて、健一はシマッタという顔をした。「卵と牛乳、そういや昨日、スーパーで安売りしてたから多めに買っといたんだった」

　今朝のうちに広告をチェックして、学校帰りに買い物をして来た本日特売のスーパーの袋から取り出した卵のパックと牛乳パックを両手に、

「なにやってんだか」

　健一は深く、溜め息を吐く。

　美人にはああ言ったものの、家事があるから部活なんて今更やってらんないと、それは確かにそうなのだが、

「調子狂うよなあ、まったく……」

　小学生の頃からずっと、授業が終わったらダッシュで家に帰っていた。洗濯や掃除、夕飯の支度と、健一の役目がどっさりと待っていたからだ。

　家事に追われる毎日に、親戚や近所のオバサンたちに同情されることもままあったが、別にイヤイヤしていたわけではない。よっちゃんや両親が自分が片付けた家でのんびりと寛くつろぎ、自分が綺麗にした洗濯物を気持ち良く着て、なにより、自分が作った食事をおいしそうに食べてもらえることが嬉しくてたまらなかったのだ。自分が家族の為に犠牲になってるなんて思ったこともなかったし、好きでやってることだからやめたいとも思わない。実際、部活にしろ遊びにしろ、自分の為だけに時間を使うより、家事をしている方がよっぽど楽しいし、それは今でもそうだけど、そうなんだけど、……落ち着かない。

　壁の時計を見て、

「そろそろ渉のお母さんが、学校にクルマで迎えに来る頃かな」

　ポツリと呟く。

　渉がどうしてるか気になって気になって、なにをしてても落ち着かない。










　練習が終わり、着替えを済ませ、すっかり暗くなった外に出ると、そこに人待ち顔の亮介がいた。

　照れたように美人を見て、

「よ。お疲れ」

　と笑う。

「どうしたんだ、各務？」

　無意識に、美人は亮介へと小走りに寄る。「渉くんと一緒に、迎えのクルマで帰ったんじゃなかったのか？」

　駆け寄られて、それだけで待ってた甲斐があったと、亮介はじんわり感動しつつ、

「そう毎日、行きも帰りもなんて、母親のクルマになんか乗れないよ」

　声を潜めて、こっそり続けた。「心臓に悪くてさ」

　ある程度ちゃんと歩行ができるようになるまでと、渉はクルマでの送り迎えを学校から許可されていた。けれど亮介は基本的に便乗するのは気が進まず、だが、母親がどうしてもと頼むから、渉に付き添ってクルマに同乗する日が続いていたのだが、

「ひどい言い方するなあ」

　からかうように笑って、「お母さん、そんなに運転、下手じゃないじゃないか」

　だが美人は嬉しそうだ。

「たまには、月下と帰ろうかと思って」

　言うと、美人は更にはにかみ、

「そうか」

　ポツリと頷いた。

　それだけ。

　でも、充分。

　──待ってて良かった。

　人気の少ない暗い校門までの道を、ことさらゆっくり、亮介と美人は歩いてゆく。

　帰る方向が違うから。すぐに別れ道に着いてしまうから。

「各務、月下、また明日な！」

　颯さつ爽そうとふたりを追い抜いてゆくチャリ通学組の友人たちに短く挨拶を返し、後ろからやって来る人影がいなくなったのを確認してから、亮介は美人の腕を引いた。

　物陰で抱きしめてキスをすると、美人は、

「キスだけじゃなくて、たまにはエッチしたいぞ、各務」

　亮介が赤面するようなセリフを、ごくごく普通に言ってくださる。　>>>♥

　慌てて周囲を見回して、やはり人影がないことにホッとしつつ、

「俺だって、したいけど」

　いつ、どこで、すればいいのだ!?

　毎日、放課後遅くまで部活があって、土日も部活と招待試合で潰れてしまい、亮介の家にはもう渉がいるし、そもそも、特に理由があるわけでもないのに、亮介の家に美人が泊まるなんて、あの弟が許すはずがないのであった。

『でもっ、今回だけだからな！　次からは、絶対、外泊なんて認めないからな！　──特に、こいつん家はダメ！』

「そうだ各務、今からオレの家に来ればいい。今夜は健一が料理の腕を揮ふるうと張り切っていたからな、おいしいものをごちそうできるぞ」

「え……っ!?」

「でもって、オレの部屋に泊まるといい。そうしたら、できるよな？」

「いや、俺は、できないような、気がするけど……」

　絶対無理な、気がするけど。

　いっそ、このままこの物陰で押し倒した方が、よっぽど、邪魔が入る可能性は低いだろう。──やらないけど。

「せっかく各務と恋人になれたのに、つまらないな」

　拗すねたような美人に、申し訳なくも、嬉しくなる。

「そのうちきっと、チャンスができるよ」

　亮介が言うと、

「不思議だな」

　美人が顔を上げた。

「え？」

「各務が言うと、そうなるような気がする」

「月下……」

　亮介こそじんわりと感動して、微笑む美人に、もう一度、キスをした。










　玄関のチャイムが鳴って、台所で天ぷらを揚げていた母親が、

「渉ちゃん、出られる？」

　済まなさそうに訊くと、

「平気だよ」

　ダイニングの椅子に座っていた渉が、松葉杖なしに（リハビリの為に、家の中では松葉杖を使わないことにしているのである）ゆっくりと玄関に向かった。

　ドアを開けると、そこに、呼吸も荒く、汗だくの健一が立っていた。

　それはそれはびっくりして、渉は目を真ん丸く見開いて、

「どうしたんだい、健一くん？」

　訊くと健一は息の上がった真っ赤な顔で、

「こ、これ、つく、作り過ぎちゃったからさ、わ、渉、良かったら、食べてよ」

　手にした紙袋を、渉へぐっと差し出した。

「え？　あ、うん」

　月下家では家事の一切を健一がやっていることを渉は知っているし、しかも健一の料理の腕前はかなりのものだと聞いていたので、彼の料理を一度は食べてみたいな、と、こっそり思っていた渉としては、いきなりのおすそわけは嬉しいハプニングだったのだが、「ありがとう、健一くん」

　笑顔で受け取って、だが、

「渉、足、痛くない？」

「うん？　うん、大丈夫だよ」

「良かった。じゃ、また明日、学校で！」

　急いで踵を返し、外に停めていた自転車に飛び乗った健一を、

「──あ」

　足が本調子なら追いかけるのに、今はできない。

　初めて健一が渉の家を訪ねてくれたのに、玄関先でのやり取りだけで終わってしまって、良かったのだろうか？　上がってもらって、お茶の、──いや、この場合、汗だくの健一には冷たい水の一杯でも、と、すすめるべきだったのではあるまいか。もしくはスポーツ飲料か。

　わからないけれど、──そもそも、この夕飯時、健一だって渉の母のように食事の支度で忙しいはずなのだ。それを抜けて、健一は作りたての料理を、自転車を飛ばして、渉に届けてくれた。

　健一の唐突な来訪も、突然のおすそわけも、ちっとも理由がわからなかったけれど、

「わ、これ、あったかいや」

　紙袋がほんわりと温かい。

　胸にそっと抱きしめると、渉はゆっくりとダイニングへ戻った。

　理由は見当すらつかないけれど、でも、とても嬉しかった。

　そしてどうしてか、とても胸がドキドキしていた。










「急がないと、よっちゃん、帰って来ちゃう」

　美人のことだ、多分、きっと、絶対、鍵かぎを持って出てないから、健一がいないと家に入れず玄関で待ちぼうけだ。

　各務家から猛スピードで自転車を飛ばして家へ戻る途中、自宅付近のバス停に差しかかった時、ちょうど路線バスが停まり、

「あれ？　あ、よっちゃんだ」

　バスから美人が降りて来た。「珍しいなあ、バスで帰って来るなんて」

　自宅から高校まで歩いて通える距離だから、美人も健一も、徒歩通学組なのだ。

　このバス停に停まる路線バスには何ルートかあって、美人が降りて来たバスは高校とは反対方向からのものだから、これまた珍しいことだが、部活の後でどこかに寄り道してきたのであろうか。

　ともあれ、

「良かった、よっちゃんの帰りに間に合って。一緒に帰ろうっと。──よっち」

　ゃん！　と健一が呼び止めようとした矢先、美人の後ろにもうひとつ、見覚えのある大きな影が揺れた。

　一緒にバスから降りてきて、ふたりは仲良く歩きだす。他に降りた乗客や、夜道を歩く住人がいないのをいいことに、どちらともなく、ふたりの手が繫がれた。

　ぷつり。

　健一はけたたましく自転車のベルを鳴らすと、ギョッと振り返ったふたりの真ん前で急ブレーキで止まり、

「なんで手なんか繫いでんだよっ！」

　激怒した。「各務亮介！　このヤロウ！　よっちゃんを離せよ！」

　放るように自転車を乗り捨てて、健一は亮介の手をはがしにかかる。

　健一にはがされるまでもなく、胸の前で両の手のひらを見せて降参の姿勢だった亮介を庇かばうように、

「よさないか、健一！」

　間に美人が割って入った。

「よくもよっちゃんに手を出したな、この女たらしっ！」

　だが、めげずに健一は、無抵抗の（後ろめたい表情の？）亮介になおも食ってかかる。──無抵抗というのが、更に気に入らない！

「各務を悪く言うのはよせ、健一」

「よっちゃんにおかしなことをする奴は、俺が成敗してくれる！」

「健一！」

　ペチ。と、健一の頰がちいさく鳴った。

　怒りの形相で、勢いのまま、拳で亮介へ殴りかかろうとした健一の頰を、美人が平手で打ったのだ。

「よさないか、健一」

　健一のテンションとは裏腹に、美人は静かに、そしてはっきりと、言葉を運ぶ。「各務が、じゃない、オレが各務を好きなんだよ」

「……よっちゃん」

　わかってたけど。

「健一なら各務の良さをわかってくれるって、きっと仲良くなれるって、ずっと、ふたりを会わせるのを楽しみにしてたのに、どうしてそんなに各務のこと、悪く言うんだ？」

　音からして、頰を打つ手はそんなに強くなかったはずで、打たれた頰だって、そんなに、ちっとも、痛くはないのに、

「それは……、だって……」

　涙が出て来た。

　訂正だ。ものすごくものすごくものすごくっ、打たれた頰が痛い！

　これみよがしに頰へ手を当て、

「いってーだろ！　なにすんだよ！」

　わかってたけど、

「あ、ごめん。そんなに強くは──」

　済まなさそうな表情で、健一の頰へ手を伸ばした美人の指先を瞬時に払い、

「勝手なことばっか言うなよ！　どうして俺がコイツと仲良くしなけりゃならないんだよ！」

　なんでそんなこと、面と向かって言われなきゃならないんだよ！

「それは、だから──」

「よっちゃんはコイツのこと好きかもしれないけど、俺は嫌いなんだよ！」

「……健一」

　聞きたくなかったのに。

「押しつけんなよ、そんなこと！」

　よっちゃんがコイツのことを好きだなんて、聞きたくなかったのに！

「いや、押しつけては……」

「そんなに、コイツを好きなこと、俺にわかって欲しいんなら、俺がコイツを嫌いだってこともわかれよな！」

「健一……」

「──なんでそんな顔、するんだよ」

　困ったような、悲しいような。

「だから、健一が嫌うほど、各務は悪い奴じゃ──」

「そんなこと言ってんじゃないだろ！」

「でも」

「何度も聞いたよ、そのセリフは！」

「でも、健一」

「違うって言ってるだろ！」

「きっとなにか誤解してるんだ、健一は」

「してないよ！　もういいよ！　わからずやのよっちゃんなんか、大っ嫌いだ！」

「け、健一!?　──わっ」

　美人へちいさな塊を投げつけて、転がっている自転車を立て直し、サドルに跨またがると、健一は涙がこぼれないよう口をキッと真一文字に結んで、家とは違う方向へ走り出した。










「あら、まあ、健一くん？」

　再び月下家のチャイムが鳴り、母親が玄関のドアを開けると、そこに健一が立っていた。

　ドアの前でじっと俯いたままの健一に、こんばんは、の挨拶はなく、代わりにペコリと頭を下げる。

　やけに項うな垂だれた健一の様子に、なにかあったのであろうことは一目瞭然なれど、

「さっきはおすそわけをどうもありがとう。おかずが一品増えて、助かったわ」

　気づかぬふりで、笑顔を向ける。「こっそりつまみ食いしてみたら、すごく美味おいしくて。渉が言ってたとおり、お料理上手なのね、健一くん」

　少しでも気持ちがほぐれればと思ったのだが、健一の落ち込んだ様子は変わらない。

「えっと、渉に用なのよね？」

　問いかけた時、

「──あれ、健一くん？」

　母親の声と話の内容で、まさかと思いつつも玄関に出てきた渉は、「どうしたの？」

　どうして、また？

　渉の言葉に誘われるように顔を上げた健一は、靴を脱ぐのももどかしく、お邪魔しますも上がっていいとの許可も得ず、走るように渉に抱きつく。

　勢いに押されて足元がぐらつく渉を、健一は慌てて抱きとめて、

「ごめん、渉。……ごめん」

　渉を抱きしめたまま、小柄で華きや奢しやな渉の肩に、けれどとても温かい肩に顔を埋うずめた。

　渉の目へ、健一の肩越しに、こちらを心配そうに見つめる母親が映る。










　健一の頰を打った自分の手のひらをぼんやりと見つめたまま、いつまでもリビングのソファに力なく座り込んでいる美人へ、

「もしかして、生まれて初めての兄弟ゲンカ？」

　誰もいない月下家。とても美人ひとりきりにはできなくて、付き添うように隣りに並んで座っていた亮介は、少しでも気が紛れればとの思惑で、冗談のつもりで言ったのに、

「うん」

　美人がこくりと頷いた。

「え、ウソだろ？」

　亮介が訊くと、

「ううん」

　美人がふるふる、首を横に振る。

「だよなあ。ああ、驚いた」

　ものすごく年齢が離れているのならともかく、高校生になるこの年まで一度も兄弟ゲンカしたことのない兄弟なんて、いるわけがない。

「ウソじゃない」

「──え？」

「兄弟になって初めての、ケンカかも」

　健一からおこごとをちょうだいすることはしょっちゅうでも、あんな風に感情をぶつけあったことは一度もなかった。

「そっか……。うん、そうかもな。仲が良いもんな、月下と健一くん」

　誤解して、嫉しつ妬としてしまったくらいに。

「でも、大嫌いと言われてしまった……」

「ケンカすると大抵そう言われるな。そんな落ち込むことはないよ、決まり文句みたいなもんだからさ」

「各務も、渉くんに言われたこと、あるのか？」

「そりゃあるさ。何度もあるよ。そうだなあ、大嫌いと大好き、おんなじくらい言われたかなあ」

「……そうか。そういうものなのか」

「そういうものさ」

「でも各務、このまま健一が帰って来なかったらどうしよう。警察に捜索願いを出すべきだろうか」

「大丈夫だよ、そんなに心配しなくたって、落ち着いた頃に帰って来るよ」

　なにせ健一は筋金入りの『男前なしっかり者』なのだから。

　あんなに激怒していたのに、捨てゼリフと共に健一が美人へ投げつけたのは家の鍵。──帰宅すれば必ず健一が家にいるから、本来『鍵っ子』である美人なのだが、肝心の鍵は携帯していたり、いなかったり。今日、恐らく美人が鍵を持っていないであろうと（その読みは、しかも、正しかった！）気を回して、健一は美人に鍵を投げつけてよこしたのだ。

　あの状況で、その判断。──さすがである。

「待っていれば、帰って来るかな？」

「帰って来るよ」

　励ます亮介は、そして、自分こそ、帰るタイミングを失っていた。

　もちろん、こうして美人に付き添っているのは、エッチを期待しているわけでも、健一の夕飯を御ご馳ち走そうになる為でもない。美人をバスで送って来たのだって、学校から出てすぐにはとても別れ難くて、ふたりでしばらく散歩がてらにあちこち歩いて、そんなこんなしているうちに帰宅時間が遅くなってしまったから、歩きをやめて、バスで送ることにしたのであった。

　だから、家の前まで送ったらすぐに帰るつもりでいたのに、こんなことになってしまって、美人をひとりにはしておけないけれども、さりとて、いつまでもここにいるわけにもいかないのだ。

　どうしようかな。

　次の行動を思案していると、

「……あれ？」

　なにかが脳裏で引っ掛かった。

　さっき、またしても美人が、おかしな日本語を使ってなかったか？

　兄弟になって初めてのケンカ？

　なんだ、それ？

「なあ、月下？」

　訊きかけた時、亮介の携帯が勇壮にウルトラセブンのオープニングテーマを鳴らした。










　渉の部屋。時間が経って、少し落ち着いてきた健一は、

「ごめんな、みっともないとこ見せちゃって」

　はにかむように謝ると、ちらりと壁の時計を見た。

　時間なんか気にしてない。素振りを懸命に装っても、視線はやはり正直だ。

「そろそろ家に帰った方がいいよ、健一くん」

　家のこともお兄さんのことも、気になって仕方ないんだよね。「お兄さん、心配してるだろうから」

　健一の気持ちを代弁するように渉が言うと、

「し、心配なんかしてるもんか。俺がいないのをいいことに、今頃きっと、アイツといちゃいちゃしてるに決まってる！」

　悪態をつくが、本意ではないと、わかってしまう。

　亮介と美人がデキてると聞かされても渉が驚かなかったことに健一は驚いたのだが、兄たちの様子を見ていれば、それは一目瞭然で。むしろ似合っているよな、あのふたり。とまで思っている渉にとって、こうも健一が拒絶反応を示す方が不思議であった。

　兄が美人のことを話す時の表情が好き。

　今日の放課後、部活で、足元がふらついた自分を抱き止めてくれた兄と自分との間につい割って入ったしまった、後悔と狼狽した美人の表情が、可愛いかった。

　健一に道場の外へ連れ出されてゆく美人へ、兄は言葉をかけたそうで。

　手を繫いで歩いていたなんて、なんて羨ましいことか。

　──健一くん、そんなにお兄さんのこと、好きなんだ。

　渉も亮介のことはとても好きだが、健一の美人への執着の度合いは、同じ弟の兄に対する気持ちでも、なんだかちょっと、ではなく、随分違っているような気がする。

「そう言えば、前から気になってたんだけど、健一くんて次男なのに、どうして名前に一が付くの？」

「え？　名前？」

「うん」

　次男なら、健二、というのが正しいのではあるまいか？

「ああ、だって、今は次男だけど、前は一人っ子の長男だったからさ」

「前？」

「ちいさい頃、俺の父親とよっちゃんの母親が再婚したんだ」

「……そうなんだ」

　それで、次男なのに健一なんだ。「なら、健一くんとお兄さん、血が繫がってないんだ？」

　それ、兄弟だけど他人ってこと？

「うん」

　頷いた健一は、くしゃりと泣き笑いして、「あーあ。弱ったなあ、どんな顔して帰ればいいんだろう」　>>>♥

　大っ嫌いなんて言っちゃって、どう訂正すればいいんだろう。

「健一くん……」

「もしかして俺、取り返しのつかないことをしちゃったのかな」

「まさか、そんなことないよ」

「だってさ渉、俺、ゼンソクのこと内緒にしてたり、俺がしっかりしてなくちゃって、よっちゃんに心配かけたくないってずっと思ってたりしたのはさ、俺がよっちゃんの本当の弟じゃないから、面倒なことになったら嫌われちゃうかもって、どこかで不安だったせいなんだよ、きっと」

　嫌われたくないから、元来の世話好きな性格だけでなく、少しでも美人の役に立って、自分が美人のそばにいてもいい理由を作りたいと、無意識に思っていたのかもしれない。「本当の兄弟なら、嫌われてても兄弟でいられるけど、そうじゃないからさ」

「でも、本当の兄弟じゃないとか、そういうの、美人さん、きっと、気にしてないよ」

「俺、ほっぺた、ぶたれたんだぜ？」

「他人行儀で遠慮があったら、ぶったりしないもん。できないもん。むしろ、兄弟だから、そういうことになったんじゃないのかなあ？」

「よっちゃん、きっと、俺のこと、嫌いになっちゃったよ、もう」

　大嫌いだなんて捨てゼリフを残して、美人にわからずやなんて言っちゃって。

　わかってる。実際わからずやなのは健一の方だ。美人を誰にも取られたくなくて、ワガママ言ってるのは健一の方だ。でも、わかっていても、どうにもならなくて、

「こんな風にぶつかったら、仲直りできないかもしれない」

　もともと本当の兄弟じゃないのだ、「渉んトコみたいには、いかないかもしれない」

「そんなことないよ。ケンカしたくらいで美人さんが健一くんを嫌いになるなんて、そんなこと、あるわけないよ」

「渉……」

　美人の一番近くに、いたかった。ずっと、一番そばにいたかったのだ。「渉、俺、前にも話したけど、ちいさい頃、すごくひどいゼンソクの発作を起こして、よっちゃんがずっと背中をさすってくれた時に、大きくなったら絶対強くなって、よっちゃんを守ってやるんだって思ったんだ」

「うん」

「なのに俺、ちっとも強くなってねえなあ」

　健一が目め尻じりに拳を滑らせた。「渉の兄貴によっちゃんを取られたからって、やきもち焼くなんて、バカみたいだろ？」

「そんなこと、ないよ」

「俺さ、ずーっと、よっちゃんには俺がいないとダメなんだって思ってたけど、本当は、俺が、よっちゃんがいないとダメだったんだ。……情けない奴だよな」

「そんなことないよ！」

「渉……」

「健一くん、僕は、きみが情けない奴なんて思ったことないし、お兄さんだって今頃、きみとケンカしたことを後悔していると思うよ」

「そう、そうかな」

「そうだよ。きっとそうに決まってる。それに健一くん、僕は、僕の兄なんかより健一くんの方がずっとカッコイイと思うよ」

「え？」

「健一くんは、僕と美人さん、どっちが好き？」

　渉が訊くと、

「──え？」

　それまでの深刻な表情はどこへやら、健一がキョトンと顔を上げた。

「僕は、お兄ちゃんより健一くんが好きだよ？　健一くんは？」

「えええっ!?」

　ヤハリ、質問の意味は、そういうことですかっ!?

　わかった途端、どどっと耳まで赤面して、どう応えるべきか口をもごもごさせていると、階段を勢いよく駆け上がる音がして、ノックもなしに渉の部屋のドアが開き、

「渉！」

　飛び込んで来たのは美人だった。

「よ、よっちゃん！」

「むか、迎えに来た」

　息を切らせて、美人が言う。「いつも、健一には迎えに来てもらうばっかりだから、たまにはオレが迎えに来ようかと、思って。早く帰ろう、お腹が空いて死にそうだよ」

「……よっちゃん」

「良かったね、健一くん」

　渉に微笑まれて、健一は嬉しそうにしたのだが、美人の後ろに（いるのが当たり前と言えばまったくもって当たり前なのだが）亮介の姿を見た途端、口をすぼめ、

「そんな、無理して心配しなくたって、わざわざ迎えになんか来なくたって、そのうち自分で帰ったのに」

　ぼそぼそ言う。

「健一……」

　困惑気味な表情で、「さっきはごめんな、叩たたいたりして。まだ痛いか？」

　健一に近づこうとした美人へ、

「だから、俺のことなんか無理して心配しなくていいって言ってんだろ！　各務先輩の方が大切なくせに！　俺とよっちゃん、どうせ赤の他人じゃないか！」

　赤の他人の一言に、美人がその場に立ち竦む。

　言い放った健一も、ハッと息を吞のみ、

「あ、あの……」

　言い淀よどんだきり、動けない。

「もう、よそうや」

　その時、亮介が穏やかにふたりの間に割って入った。「健一くんも、そんなに意地を張ることないのに」

　大人が子供にするように、健一の頭が、ぽんぽんと叩くように撫でられる。──あったかくて、大きな手のひら。

　それだけのことなのに、なぜか、それまでいっぱいいっぱいに膨れていた『気持ち』が、ふっと空気が抜けたようにラクになった。

　女子たちから、頼もしくてカッコイイと評判の、各務亮介。コイツの貫禄って、こういうこと、なんだろうか。

「なあ。差し出がましいけど、少し、良いかな？」

「な……なんですか」

「渉とのこと、俺、健一くんにも感謝してるんだ。健一くんがいなかったら、渉の支えになってくれていなかったら、渉はもっと辛かったし、それで結局、俺も辛かったと思うんだよ。きっと、あんなに早く、問題は解決しなかった」

「そ、そんなことは……」

「ありがとう」

「──いえ」

「あの時、俺、渉とのことで、学んだんだ。大切なのは、血の繫がりとかじゃなくて、どんなトラブルでも乗り越えようって心意気だよな」

　血が繫がってるから仲直りできるわけじゃない。「月下と健一くんはちゃんと向き合ってるから、だからぶつかったんだから、や、ぶつかった原因に関しては、ちょっと横に置かせてもらって、で、そういうのは、血が繫がってるとか繫がってないとかじゃなく、本物の家族の証なんだと俺は思うんだ」

「……本物の、家族？」

「だから気持ちをぶつけあうようなケンカをすることもあるだろうけど、でも、心にもないことを言ってしまったら、それはちゃんと謝らないと」

　心にもないこと。──ああ、よっちゃん。

　一番大切なことをわかって欲しい相手なのだ。

　一番大切な人のことを、大切な『気持ち』を、わかってもらいたい相手なのだ。

「きみと月下はちゃんと『兄弟』なんだから、だからこそ、守らなきゃいけないルールがあるだろ？」

　そうだった。

　健一はゆっくり、美人へ視線を移すと、

「ごめんね、よっちゃん。赤の他人とか言って、ごめんね」

「健一……」

「俺、よっちゃんのこと、大好きだから」

　健一は腰に手を当てると、「だからやっぱり、各務先輩とのつきあいは、ダメ！」

　と言った。










「いつもいつもお騒がせして、済みません」

　月下兄弟ふたりして各務の母親にペコリと頭を下げると、母親はにこにこっと笑って（渉にそっくりな笑顔に、健一はちょっとドギマギして）、

「いいのよ、気にしないでね。兄弟ゲンカなんて、うちもしょっちゅうだから。それより、これで遠慮なんかしないで、これからもたくさん遊びに来てね」

　玄関先で見送ってくれた。

　亮介と渉は靴を履き、門まで美人と健一を見送りに出る。

「各務、今日はありがとう」

　美人が亮介へ礼を述べてる傍らで、

「俺さ、俺も、渉のこと、よっちゃんより好きかもしれない」

　健一が渉へこっそり打ち明けた。

　兄たちには聞こえないようちいさな声で、

「本当に？」

　渉も嬉しそうに訊き返す。

「帰り道、気をつけてな、月下」

　ここにふたりきりならば、キスのひとつもしたかったのに。

「あのな、各務……」

「それじゃ、各務先輩、失礼します！」

　なにかを言いかけた美人の腕をさっと引いて、「渉、また明日な！」

　健一が元気に歩き出す。

「おやすみ、各務」

　健一に腕を引かれるまま、ちいさく手を振る美人に、

「おやすみ」

　亮介は苦笑混じりに、手を振り返した。







　ごあいさつ




　十二月の新刊案内が出たとたん、『タクミくんはどうしたんですか？メール』をちらほらっといただいてしまいました。気に掛けていただき、ありがとうございます。彼らの新刊は来年、平成十六年三月一日の発行予定です。もうしばらく、お待ちくださいね。

　でもって、今回は『ぐれちゃわないでね？』で、あります。あ、この文庫と同時に、おおや和美さんによるタクミくんのコミックス『季節はずれのカイダン』が、発売されております。よろしければ、チェックしてくださいね。

　さて、戻りまして。ＣＩＥＬで南京ぐれ子さんが描いてくださった『ぐれちゃわないでね』には、タイトルに？ハテナマークがないんですが、文庫化にあたり、ちょいと差別化を図はかってみました。でもって、表紙。わかる人だけわかってください（笑）。

　や、表紙のラフを拝見した時に、四人が揃ってる姿を見て、つい『あるもの』を連想してしまいまして。正確には、あるものの『表紙』を。それで、「彼らの手に、レモン、持たせてください」と、担当さんを通して、ぐれ子さんにお願いしたのでありました。

　仕上がったイラストを見て、密ひそかににんまり。

　これ、見て、すぐに気づいてくれる人って、どれくらいいるんだろう？　ふふふ。

　マンガの原作として『ぐれちゃわ…』を書いた時には、もちろん、後々、小説に書き直すことなど想定してはいないので、それはそれはザクザクしたものだったんですが、かなり頑張って書き直ししたものの、やっぱり美よし人ひとのきてれつっぷりは、どう頑張ってもぐれ子さんによる美人の足元にも及びませんでした。素晴らしい！　すんごいキレイで妙な人。でもって、かわゆし。（ぷらす、うっかりえっち）という美人の醍だい醐ご味みをもちっと味わいたいなあ、という方は、ぐれ子さんによるコミックスを、ぜひ！




　さてさて。今年はかなり、ゆとりを持ってお仕事できそうだなあ、と、思っていた昨年末。ところが、そうはいきませんでした。最初にキャスティングさせていただいた時はともかく、気がつくと、出演してくださってる声優さんたちがものすごく忙しい方々になってしまっていた、十周年記念企画のタクミくんのブックＣＤ。いろんな意味で、大変でした。六カ月連続リリースというのも企画としてスゴイんですが、でも、おかげですごく充実したＣＤになったかと思っています。（しかも、この六枚、全購入の方に非売品のＣＤがプレゼントされてしまうんです。それも、三洲と真行寺のブックＣＤオリジナルストーリーを始め、これでオマケなの？　という豪華な感じで！）既に全部聴いてくださった方、オマケのコンプリート版、楽しみにしていてくださいね。（問い合わせは、角川k-orderケーオーダー…http://www.korder.com/　または、角川キャラクターコレクション04-7175-2621［9:00～21:00・年中無休］まで）

　さて、問い合わせと言えば『小冊子』ですね。まだ届きません、とご心配をおかけしております、申し訳ありません。責任を持って制作と発送をこちらでやります！　という編集部の申し出を受けさせていただき、私の役目であるタクミくんの短編『夕立』を書き下ろしたのが去る、三月。そして現在、未完成のまま。む～ん。このままじゃ、桜が散るどころか、また咲いちゃうよ。ふう。と、けっこうカナシイキモチになっていたところ、なんとか年内までには必ず皆様のお手元に届けます！　と、担当からの決意表明ＦＡＸが。ということで、大変恐縮ではありますが、申し込んでくださっている皆様、もうちょびっとだけ、お待ちいただけますか？




　そんなこんなで、どうにか無事に今年も終われそうですが、今年はすっごい久しぶりに夏のイベントに参加して、冬も参加しちゃうかも、なんですが、来年も、いつもと流れは違いますが、明けて早々にタクミくんで皆様とお会いできそうで、私個人としては新たな流れを楽しみにしているんですが、春にタクミくん、どんなものでしょうか？（やっぱり、年末年始の頃でないとイヤですか？）





ごとうしのぶ　　




bee@gol.com　　　　










































「なんと言うか、これは……」

　宣戦布告？　──そうなのか？

　目の前の、ゴージャスなお弁当。言うまでもなく、健一の、お手製だ。




『よっちゃんとつきあうなら、これくらい、できてもらわないと！』




「……月下。随分、豪華な弁当だな」

　言うと、

「そうか？」

　意外そうに眼差しを上げた美人は、「そんなことはないぞ、各務、普通だぞ、これは」

　少しのウラも気負いもなく、応えた。

　いえ、うちの母親もかなり料理好きな方ですが、それでもこんなに気合いの入った弁当は、作りません。

　夏休みに入ったら、インターハイで好成績を残すことを互いに目指している、亮介の所属する柔道部と美人が所属する剣道部と、当然、毎日部活はあるのだし、きっと、一緒にいられる時間も普段より増えるぞラッキー！　と、内心こっそり浮かれていたら、あいにくと、剣道部は午前に部活が集中し、柔道部は午後に部活が集中し、と、誰かが知っててどこかでイジワルしてるんじゃないかと疑いたくなるようなスケジュールで、せっかくの夏休みなのに、ちっとも『らぶらぶ』できないなあ、と、カナシイキモチになっていた矢先、そう、昨夜、各務宅に美人から電話がかかってきたのであった。










『各務、明日、昼を一緒に食べないか？　部活は午前までだが、明日は午後にも学校で用事があって、そしたら健一が弁当を作ってくれると言うんだ、各務の分も』

『え？　なんで、俺？』

『柔道部、一時からだろ？　それより前に、来られないか？』

『それはかまわないが、でも、なんで俺の分も？』

『待ち合わせはどこにする？　のんびりしたいから、やはり、人気のない所がいいよな？』

『なあ月下、どうして健一くんが──』

『各務と一緒にご飯が食べられるなんて、嬉しいなあ』

　どきり。

『すれ違いばかりでちっとも会えなくて、仕方ないとわかってても、少し、寂しかったんだ』

　どきどきり。

『なあ各務、たまにはオレと、デートして？』










「こういうの、毎回作るんだ、健一くん？」

「違うぞ、毎回じゃない」

「なんだ、そうか」

　ふう、良かった。ならば、今日のはたまたまで、さっきのインパクトは、ただの俺の穿うがった見方の産物──、

「毎回テーマが決まってるらしい」

「──はい？」

「今日は各務も一緒だから、食べやすいよう、京懐石風にしたと言っていた。でもこの前は、中華だった。その前はイタリアンだったし、その前は……」

　おいおいおいおいっ！

　そうか、そうなのか。やっぱり、気のせいなんかじゃなかったのだ。

　だがしかし、いくら俺の月下への愛が海より深くても、俺、こんなの作れないぞ……。それどころか、そもそも料理なんかしたことない。

「……各務？　どうした？　腹具合でも悪いのか？」

　急に黙り込んだ亮介を、美人が本気で心配そうに覗き込む。

　間近に迫った綺麗な造形。理性の糸は（もしかしたら、初めからそんなもの、なかったのかもしれないが）あっさり切れた。日々我慢の連続で、夢の中でしか触れられなかった柔らかそうな、いや、事実柔らかい美人の口唇に、キスをする。

「腹具合は悪くないよ、そうじゃないんだ」

　亮介が微笑むと、美人も微笑む。

「良かった」

　邪気のない美人。裏表も駆け引きも、ずるさもないが、筋金入りの天然だ。そしてなにより無自覚に、亮介を誘う。そこがすこぶる、性質たちが悪い。

「かっ、かが、みっ！」

　いくら人気のない場所を選んだとはいえここは校内で、いくら今が夏休みで生徒は数えるほどしかこの時間、校内にいないとはいえ、いつ何時、どこからともなく人がひょっこり現れるかわからないのに、

「好きだ、月下」

　たまらなくなって、亮介は美人を押し倒す。

「待て。──あ、待てって」

「待てない」

　口唇が触れるだけの、軽いキスひとつだけなんて、

「だ、誰かに見られたら、どうするんだ？」

「その時はその時だ」　>>>♥

　とてもじゃないが、物足りない。

「部活が始まるまでに、終われるのか？」

「なにが」

「覚悟が決まってるならオレはかまわないが、まだ弁当を食べねばならないんだぞ。その時間を残して、各務、最後までできるのか？」

「──あ？　さっきから、なにを言ってるんだ、月下？」

「だって、ここでえっちしたいのだろう、各務？」

「えっ!?　え、えっち!?」

「各務、一回が長いのに、大丈夫なのか少し心配になったのだ」

「つ、月下、あのな……」　>>>♥

　赤面が、止まらない。

　そういうこと、平然と、本人の前で、こんな真っ昼間に、校内で、言わないで欲しい。

「オレも早くできるよう頑張るから、するなら急ごう、各務」

「や、そうじゃなくて」

「違うのか？」

　上目遣いにみつめられ、

「……いえ、違いません」

　そこまでする気はなかったのに、さすがに、全然、なかったのに、したい、気分になってしまった。

　誘い上手。──無自覚なのが、始末に悪い。










「うわ、ダメだ、この坂」

　学校に続く緩い坂道。「……ギア付きなら、善戦勝利かと思った、んだけどな」

　甘かった。と、呟いて、坂の途中で片足を付き、肩で大きく呼吸いきをしながら、健一が済まなさそうに後ろを振り返った。

「渉は乗ってて。俺、ここから降りて引くから」

「え？　いいよ、歩くよ、大丈夫だよ？」

「いいから、乗ってて」

　自転車の二人乗りは交通違反。とか、そういう正しい突っ込みは勘弁していただいて、リハビリが進みかなり良い調子の渉の足だが、それでも自宅から高校までの距離を（この坂道も含め）自転車で行き来するというわけにはいかず、毎日の部活、渉は兄の亮介と自転車の二人乗りで学校に来ていた。

　小柄で軽いとはいえ、男子高校生ひとり。だが、渉を荷台に座らせて、何の苦もなく、亮介は渉と毎日部活へやって来る。

　この坂を、あの男は、渉を後ろに乗せたまま、上りきるのだ。

「健一くん？」

　なのに、自分にはできなかった。

　その現実に直面して、すごくすごく悔しいけれど、けれど、張り合って、無茶なんか、しない。そんなことして後ろに乗せた渉に何かあったら、それこそたまらない。

「ん？」

「僕、やっぱり降りるよ」

「いいよ、乗ってろよ」

「ううん。止めて」

　柔らかく言われて、仕方なく、健一はブレーキをかける。

　荷台から降りた渉は、健一の隣りに来ると、

「一緒に歩こう？」

　微笑んだ。

　……一緒に歩こう。──いっしょに。

　ああ。じーん。

　いいなあ、一緒って、その響き。

　のんびりと肩を並べて、坂道を歩きながら、

「それにしても、健一くんが柔道部に入るなんて、びっくりしたな」

　渉が言った。

「そ、そう、かな？　や、ほら、たまには部活に入るのもいいかと思ってさ。そういうの、やったことなかったから」

「中学の時も、授業が終わると誰より先に下校して、家事してたんだってね」

「うん。家事、好きだし」

「兄さんも驚いてたけど、美人さん、すっごくびっくりしてたよ」




『柔道も悪くないが、剣道も、悪くないぞ、健一？』




　健一が柔道部に入部を決めた時、少し寂しそうに、美人が言った。

「あ、……うん」

　だが、突然部活がやりたくなって、数ある中から柔道を選んだわけではないのだ。

「筋が良いって褒めてたよ」

「え？」

「兄さんが、褒めてた。もっと早く始めてたら、今頃、僕と普通に組めたのにって」

「えっ、渉と!?」

　まずいとわかっているのに、赤面する。こんなにあからさまに反応してしまっては、下心の立場がない。




『それに健一くん、僕は、僕の兄なんかより健一くんの方がずっとカッコイイと思うよ』




　あの時の、渉の告白。

　渉はそう言ってくれたけど、それは素直に嬉しいけれど、負けてるなんて思いたくないけど、大好きなよっちゃんを横取り（？）されて、渉だって、兄の亮介のことを、とてもとても尊敬している。

　気は優しくて力持ち。

　あいつは、この坂を、渉を後ろに乗せて上りきるのだ。

　──あの時の、渉の告白。

「それに相応ふさわしい自分になりたいんだよ」

「え？　なに？」

「渉、明日も一緒に部活に来よう？」

「健一くん？」

　各務亮介より、カッコ良くなりたい。

　負けてるなんて思ってないけど、でも、このままでなんか、いられない。

「迎えに行くから、だから、亮介先輩のじゃなく、俺の自転車の後ろに乗って？」

　真剣な健一の眼差しに、渉はどきりとする。

　あの夜、お互いの『好き』の気持ちを告白しあって、けれど、あれからなにがあったわけでも、キスのひとつもしたことはないのだが、柔道部へ入部してくれた健一。明日も、迎えに来てくれる、健一。

「うん、いいよ」

　頷く渉に、健一が笑った。

「よっしゃ！　頑張るぞーっ！」










「ごちそうさまでした」

　きちんと胸の前で両手を合わせて、美人がぺこりと頭を下げる。きれいにカラになった弁当箱へと。

　一緒に頭を下げながら、

「健一くん、このまま店が開けるかもね」

　亮介が褒めると、美人が自分のことのように照れて笑った。

「そうかな？　うん、でも、健一のご飯はすっごくおいしいからな、そういうのも、ありかもな」

「こんなに猛ダッシュで食べなければ、もっと堪能できたかも」

「各務、オレより健一の弁当の方が良かったのか？」

　よく考えなくてもかなりなことを、さらりと尋ねる美人に、

「そうじゃないけど」

　亮介は赤面が隠せない。「──なあ月下、料理のできない男をどう思う？」

「どうって？　別に。オレもできないし」

「なら、料理の上手な男を、どう思う？」

「カッコイイ」

　──やっぱり。




『オレ、弟いないと生きていけないんだ』




　と、美人に言わしめた弟、健一。

　しかも、事実、弟がいないと美人は一日たりとて、まともに生活できないであろう。

「な、なあ、月下」

「どうした各務？　改まった顔をして」

「あのな……、その……」

　本気で美人とつきあうのなら、これからもずっと、一緒にいたいのならば、健一レベルと言わないまでも、せめてなにか、美人の生活の助けになるようなこと、できるようにならないと。──か？

「あ、明日も、一緒に昼、食べないか？　早く来るから、ここで待ち合わせ」

「いいのか？」

　嬉しそうに美人が破顔する。「なら、明日は何が食べたい？　健一にリクエストするから言ってくれ」

「あ、じゃなくて。明日は、俺が、用意するよ。今日のお礼に」

「おお。各務のお母さんの料理も旨うまいからな。それは楽しみだ、ありがとう」

「う、うん。じゃ、そういうことで」

「わかった。明日な！」

　笑顔で立ち去る美人の後ろ姿へ、

「先ずは、はじめの一歩から、だ」

　亮介はちいさく、ガッツポーズを作った。

　お弁当に入れられるもので、初心者にでもできる料理を教えてくれ。と母親に頼んだならば、どんな怪け訝げんな顔をされるのか。教えられても、果たして自分に作れるのか、かなり不安はあるのだが、とにかく挑戦、あるのみなのだ。

「っしゃ！」

　短く気合いを入れると、亮介は開始五分前に迫った柔道部の部室へと、全速力で走って行った。
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